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【
�
つ
の
習
慣
】

�
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

�
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

�
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

 【
�
つ
の
対
策
】

�
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

�
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

�
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

�
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

平
成　

年
�
月
時
点
で
の
全
国

��

普
及
率
は　
 . 
�
％
で
、
平
成　

年

��

��

　

月
時
点
に
比
べ
� . 
�
％
上
昇

��し
て
い
ま
す
が
、
岡
山
県
は　
 . 
�

��

％
で
全
国
の
普
及
率
よ
り　
 . 
�

��

秋 
の 
火火
災災
火
災 
予
防
運
動

����� �����月月月月 月�����日日日日日�����～～～～～����� �����月月月月 月 ����� �����日日日日 日�����

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

�
つ
の
習
慣 
・
�
つ
の
対
策

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

�
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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％
下
回
っ
て
い
ま
す
。
市
で
の
普

及
率
は　
 . 
�
％
と
な
っ
て
い
ま

��

す
。

�
設
置
期
限

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

平
成　

年
�
月　

日
ま
で
に
設
置

��

��

を
お
願
い
し
ま
す
。

�
購
入
に
際
し
て
の
注
意
点

　

鑑
定
合
格
証
書

（
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
）
が

貼
付
さ
れ
て
い
る

商
品
を
選
ぶ
目
安

と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
テ
レ
ビ
通
販
な
ど
で
、

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
が
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
ら
の
簡
易
消
火
具
は
、
適

切
に
用
い
れ
ば
効
果
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
特
性
を
理
解
せ
ず
に
用
い

る
と
危
険
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　

特
に
ハ
ロ
ン
を
使
用
し
た
エ
ア

ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
は
天
ぷ
ら

油
火
災
を
消
火
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

火
は
、
①
熱
、
②
燃
料
、
③
酸

素
の
�
つ
が
揃
う
こ
と
に
よ
り
燃

え
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

ガ
ス
系
の
簡
易
消
火
具
は
、
こ

の
う
ち
の
酸
素
を
一
時
的
に
遮
断

す
る
も
の
で
あ
り
、
ガ
ス
が
無
く

な
る
と
再
燃
し
ま
す
。 

天
ぷ
ら
油

火
災
を
消
す
た
め
に
は
、
油
の
温

度
を
下
げ
、
再
燃
し
な
い
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
り
、
強
化
液
タ
イ

プ
の
住
宅
用
消
火
器
、
エ
ア
ゾ
ー

ル
式
簡
易
消
火
具
が
有
効
で
す
。 

　

み
な
さ
ん
が
消
火
器
等
を
選
ぶ

際
の
目
安
と
し
て

検
定
合
格
証
票
や

鑑
定
合
格
証
書
が

貼
付
さ
れ
て
い
る
も

の
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
期
間
中
に
伴
う
火
災

予
防
行
事
と
し
て
、
重
点
的
に
高

齢
者
（　

歳
以
上
）
の
人
の
お
宅

��

を
訪
問
し
、
防
火
指
導
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
状
況
や
、
消
火
器
、
火

を
使
用
す
る
状
況
等
い
ろ
い
ろ
お

聞
き
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
指
導
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

高
齢
者
に
対
す
る

防
火
対
策
の
強
化

平成��年度 全国統一防火標語

「消したかな」 あなたを守る 合言葉

�
�
�
�
�
�
�
�
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虐
待
は
、
子
ど
も
へ
の
憎
悪
や
憎
し

み
、
怒
り
な
ど
の
感
情
か
ら
お
こ
る
行

為
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
に

と
っ
て
有
害
な
行
為
で
あ
れ
ば
虐
待
と

な
り
ま
す
。
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長

し
発
達
す
る
た
め
に
必
要
な
保
護
や
適

切
な
養
育
を
放
棄
す
る
こ
と
も
虐
待
と

な
り
ま
す
。

�
身
体
的
虐
待（
身
体
的
な
暴
行
）

　

子
ど
も
を
叩
い
た
り
、
蹴
っ
た
り
、

つ
ね
っ
た
り
、
火
傷
を
さ
せ
た
り
し

て
、
生
命
や
健
康
に
危
険
の
あ
る
行

為
を
行
う
こ
と
で
す
。

�
心
理
的
虐
待

　

子
ど
も
の
存
在
を
無
視
し
た
り
、
怯

え
さ
せ
た
り
、
子
ど
も
の
心
を
傷
つ

け
る
行
為
を
行
う
こ
と
で
す
。

�
性
的
虐
待

　

性
行
為
を
強
要
し
た
り
、
映
像
や
行

為
を
見
せ
る
こ
と
で
す
。

�
ネ
グ
レ
ク
ト（
育
児
放
棄
）

　

子
ど
も
に
食
べ
物
を
与
え
な
か
っ
た

り
、
衣
食
住
の
世
話
を
怠
る
な
ど
、

子
ど
も
の
健
康
状
態
や
安
全
を
損
な

う
行
為
の
こ
と
で
す
。

 
「
し
つ
け
」
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
・
発
達
を
願
い
、
愛
情
を
持
っ
て
、

社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
生
き
て

い
く
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
子
ど
も
に

教
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

「
虐
待
」
は
、
自
分
の
感
情
の
は
け

口
と
し
て
子
ど
も
に
当
た
る
こ
と
で
す
。

「
し
つ
け
」
に
暴
力
・
暴
言
が
伴
う
と
、

子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、
健
や
か
な
成

長
・
発
達
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
の
近
く
で
気
に
な
る

様
子
の
子
ど
も
が
い
た
ら
、
勇
気
を
出

し
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
そ

の
一
報
で
、
そ
の
子
ど
も
に
援
助
の
手

が
届
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
見
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
を
設
置
し
、
関
係
機
関
と
の
情
報
交

換
や
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
要
保
護
児

童
等
へ
の
支
援
の
内
容
を
協
議
し
ま
す
。

  
ま
た
、
関
係
団
体
を
集
め
て
児
童
虐

待
防
止
に
向
け
た
研
修
会
を
行
い
意
識

の
醸
成
を
図
り
、
児
童
虐
待
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課 
　
　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

健
康
づ
く
り
課 

（
�
�
�
�
�
�
）

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

 

（
�
�
�
�
�
�
）

　

倉
敷
児
童
相
談
所

 

（
�
�
�
�
―

�
�
�
―

�
�
�
�
）

子 ど も を虐 待 か ら
守 りまし ょ う 。��月は、児童虐待防止推進月間です。

（平成��年度「児童虐待防止推進月間」標語） 「 見すごすな  幼 い子ど も の  ���」 

 「
し
つ
け
」と「
虐
待
」は

違
い
ま
す

 「
児
童 
虐  
待 
」に
つ
い
て

ぎ
ゃ
く 
た
い

 「
虐
待
か
な
？ 
」と
思 
っ 
た
ら

連
絡
を
！

市
で
は
、こ
ん
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
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市では、新見市ファミリーサポートセンターの平成２３年４月開設に向けて
保育サポーター養成講座を開催します。

ファミリーサポートセンターとは？
　急用や病気、残業や休日出勤など、保護者の「困ったな、都合がつかない」事態に地域の人が応
え、育児の援助を受けたい人（依頼会員）と、援助ができる時に子育ての手助けを有償で行う保育サ
ポーター（提供会員）が育児について助け合う会員組織で、市が運営します。

■保育サポーターは、次のようなお手伝いをします。
　�保育所・幼稚園などの送迎　　　　　　　　　�産前･産後の手助けが欲しいときの保育
　�学校行事・冠婚葬祭に出かけるときの保育　　�その他子育てを手伝って欲しいとき
　�学校などが休みのときの保育　　　　　　　　

■開催時期　１１月２９日（月）・３０日（火）の２日間

■養成講座カリキュラム内容

■対象　子育ての経験を生かし、育児援助活動をしたいと思っている市内
　　　　在住の人で、全日程受講後保育サポーターとして登録可能な人

■場所　まなび広場にいみ　３階　学習室１

■受講料　無料

■定員　３０人程度

■申込方法　郵便番号、住所、氏名、生年月日、電話番号を
　　　　　　 記入して、ハガキまたはＦＡＸで申し込みください。

■申込締切　１１月２２日（月）

　育児の経験がある人で、その経験を子育て支援に生かしたいと
　日頃から考えている熱意のある人、この取り組みにぜひご参加ください。

�申し込み・問い合わせ先�　
こども課子育て支援係　〒��� ― ���� 新見市新見���番地� （������） （����� ����）

保育サポーター養成講座 参加者募集
～育児の援助をしたい人を募集します～

講師実施内容時間月日

新見市こども課開講・オリエンテーション�：��～�：��

��月��日
(月)

新見市こども課保育サポーターとしての心構え�：��～��：��

新見公立短期大学

　　　　　教授　 上  山  和  子 
うえ やま かず こ子どもの健康と病気について��：��～��：��

新見公立短期大学

　　　　　助教　 三  好  年  江 
み よし とし え

子 ど もの発達に合わせた保育サポートを��：��～��：��

子どもの生活と遊び��：��～��：��

新見市消防本部消防士子どもの安全と応急処置�：��～��：��

��月��日
（火）

新見市健康づくり課栄養士食事は楽しくおいしく��：��～��：��

新見市保育士講話��：��～��：��

新見市こども課閉講・登録手続き など��：��～��：��

※昼食は、各自用意してください。
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新見市職員の給与等の状況
市職員の給与・手当などの状況については、給与条例や予算・決算などの審議を通じて公表していますが、
市民のみなさんにより一層のご理解をいただくため、現在の状況についてお知らせします。

�人件費（普通会計決算）
人件費率（���）人件費（�）実質収支歳出額（�）住民基本台帳人口（平成��年�月��日）

����％���������千円�������千円����������千円������人

�職員給与費（普通会計予算）

一人当たり給与費
（���）

給　　与　　費
職員数（�）

計（�）期末・勤勉手当職員手当給料

�����千円���������千円�������千円�������千円���������千円���人

※職員手当には退職手当を含んでいません。　※給与費は当初予算に計上された額です。

�一般行政職の級別職員数（平成��年�月�日現在）

構成比職員数標準的な職務内容区分

  ���%�人部長の職務またはこれに相当する職務�級

  ���%��人支局長の職務、部次長の職務またはこれに相当する職務、参与の職務�級

 ����%��人課長の職務またはこれに相当する職務、参事の職務�級

 ����%��人課長補佐の職務またはこれに相当する職務、主幹の職務�級

 ����%��人係長の職務またはこれに相当する職務、主査の職務�級

 ����%��人主任の職務�級

 ����%��人主事、技師、消防士、教諭またはこれに相当する職務�級

  ���%��人主事、技師、消防士、教諭またはこれに相当する職務�級

�����%���人合　計

�職員手当（平成��年度支給実績）

�期末手当…����か月　
�勤勉手当…���か月
�退職手当　

�時間外手当

������千円支給実績（平成��年度決算）

　 ���千円支給職員�人当たり平均支給年額（平成��年度決算）
勧奨・定年自己都合区分

�����月分�����月分勤続��年

�����月分�����月分勤続��年

�����月分�����月分勤続��年

�����月分�����月分最高限度額

������千円―  千円
�人当たり
平均支給額

�その他の手当

配偶者、子どもなどの区分により�����～������円扶養手当

持家、借家などの区分により�����～������円住居手当

交通機関利用者は������円まで。自動車などの
利用者は距離により�����～������円

通勤手当

職級により������～������円管理職手当

�職員の平均年齢・平均給料月額（平成��年�月�日現在）

平均給料月額平均年齢

�������円����歳

（一般行政職）

平均給料月額平均年齢

�������円����歳

（技能労務職）

�初任給（平成��年�月�日現在）

�年後の給料初任給区分

�������円�������円大学卒
一般行政職

�������円�������円高校卒

�������円�������円高校卒技能労務職

�ラスパイレス指数
全国新見市区分

��������平成��年

��������平成��年

��������平成��年

��������平成��年

��������平成��年

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与

　　水準を���としたときの給与水準を示す指数です
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�定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要（各年�月�日現在）

�特殊勤務手当

���千円支給実績（平成��年度決算）

�����円支給職員 � 人当たり平均支給年額（平成��年度決算）

左記職員に対する支給単価主な支給対象業務手当の名称

�回につき　�����円行旅死亡人の収容、処理死体処理手当
日額　　　　　���円伝染病の防疫、患者の収容防疫等作業手当
日額　　　　�����円除雪業務除雪業務手当
�件につき　　���円へい死した野良犬等の死体処理野良犬等死体処理手当
�体につき　�����円火葬業務に従事

火葬業務手当
�体につき　�����円火葬業務に従事（夜間）
月額　　　　�����円結核患者の家庭を訪問して保健指導を行う保健指導業務手当
日額　　　　�����円入所者の死体処置入所者死亡処置手当
日額　　　　　���円要保護者の調査、指導社会福祉主事手当

�特別職の報酬等
給料月額等

職名区分
平成��年�月�日現在平成��年�月�日現在

�������円�������円市　長
給料

�������円�������円副市長
�������円�������円議　長

報酬 �������円�������円副議長
�������円�������円議　員

（平成��年度支給割合）�� ��月 分市　長
副市長期末

手当 （平成��年度支給割合）�� ��月 分
議　長
副議長
議　員

（算定方式）　（支給時期）
退職
手当

���/���　　 任期ごと市　長
���/���　　 任期ごと副市長

�年齢別職員構成（平成��年�月�日現在）

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
未満

区　分

��人��人��人��人��人�人職員数

計
��歳
以上

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

��歳
～
��歳

区　分

���人�人��人��人��人��人��人職員数

�％職員全体に占める手当支給職員の割合（平成��年度）

�種類手当の種類（手当数）

�定員適正化計画

数値目標
計画期間

終期始期

���人平成��年�月��日平成��年�月�日

（参考）
数値目標

平成��年～平成��年
計

平成��年
�年目

平成��年
�年目

平成��年
�年目

平成��年
�年目

平成��年
�年目

平成��年
�年目

平成��年
計画前年

区分

���������������減　員
����������増　員

△ ���△���（���％）△ �△ ��△ ��△ ��△ ��△ ��差　引
���������������������������職員数

�部門別職員数（平成��年�月�日現在）

主な増減理由
対前年 
増減数

職員数区分 
 部門 平成��年平成��年

�� � 議会

一
般
行
政
部
門

事務の統廃合縮小による△���� ��� 総務企画
��� �� 税務

業務の充実による��� �� 民生
業務の充実による��� �� 衛生
業務の充実による��� �� 農林水産
業務の充実による�� � 商工
事務の統廃合縮小による△��� �� 土木

△���� ��� 小計
事務の統廃合縮小による△��� �� 教育特　

　

別

行
政
部
門

欠員不補充△��� �� 消防
△���� ��� 小計

簡易水道業務の調整による��� � 水道公
営
企
業
等

会

計

部

門

業務の充実による��� �� 下水道
事務の統廃合縮小による△��� �� その他

��� �� 小計
△���� ��� 合計

�職員の勤務時間（平成��年�月�日現在）

勤務時間

�日：�時間��分　�週��時間��分

年次有休休暇取得状況

����日

※平成��年度平均取得日数

�職員の研修・勤務成績の評定

�職員の福祉・権利保護

�講座（延べ���人）職員研修

��講座（延べ��人）派遣研修

自己申告票および適性調査票勤務評定

※平成��年度実績

なし勤務条件に関する措置要求

なし不利益処分に関する不服申立

※平成��年度実績

■問い合わせ先　総務課人事係（������）

�定員適正化目標
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市
長
室

だ
よ
り

高
齢
者
福
祉
の 
一 
層
の
充
実
に
向
け
て

　

現
在
、
新
見
市
で
は
、　

歳
以
上

��

の
人
の
人
口
に
占
め
る
割
合
が　

％
��

を
超
え
、
本
格
的
な
超
高
齢
社
会
を

迎
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者
単
独
世
帯

の
増
加
、
介
護
期
間
の
長
期
化
や
認

知
症
高
齢
者
の
増
加
な
ど
高
齢
者
を

取
り
巻
く
課
題
や
ニ
ー
ズ
も
多
様
化

し
て
き
て
お
り
、
具
体
的
な
支
援
体

制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
『
共
に
支
え
合
う
や
さ

し
さ
の
あ
る
健
康
都
市
』
を
福
祉
行

政
の
基
本
目
標
と
し
て
、
介
護
予
防
、

認
知
症
ケ
ア
の
推
進
、
地
域
包
括
支

援
体
制
の
整
備
と
い
っ
た
新
た
な
課

題
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
家
庭
で
の
介
護
が
困

難
な
高
齢
者
の
施
設
入
所
待
機
者
の

解
消
を
図
る
た
め
、
神
郷
地
域
や
新

見
市
街
地
域
に
お
い
て
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

各
旧
町
単
位
に
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
の
拠
点
施
設
や
認
知
症
対
応

型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
施
設
の

老
朽
化
が
進
ん
だ
養
護
老
人
ホ
ー
ム

桜
丘
荘
を
利
便
性
に
優
れ
た
金
谷
地

区
へ
移
転
し
、
全
室
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
型
の
施
設
へ
向
け
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年　

月
か
ら
は
県
か
ら

��

の
権
限
の
移
譲
を
受
け
、
社
会
福
祉

法
人
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
社
会
福
祉
施
設
に
つ
い
て
、
適
正

な
法
人
運
営
や
円
滑
な
社
会
福
祉
事

業
の
経
営
の
確
保
を
図
る
た
め
、
指

導
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
、
施
設
福
祉
の
充
実
は

も
と
よ
り
、
地
域
と
と
も
に
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

故  田  中  廣  藏  氏に叙位（正六位）
た なか ひろ ぞう

　故 田中廣藏 氏（元大佐町立刑部小校長・新見市大佐）に、この度叙位（正六位）が授与されました。
　田中氏は、昭和�年�月に岡山県新見農林学校を卒業された後、昭和��年�月から阿哲郡大井野尋常小
学校に代用教員として赴任され、教職の道を歩み始められました。以後、主に旧阿哲郡内の小学校で訓導
および教諭として勤務され、昭和��年�月から阿哲郡哲西町立矢神小学校に教頭で赴任されました。昭和
��年�月からは新見市立吉原小学校に校長として赴任され、昭和��年�月�日に阿哲郡大佐町立刑部小学
校を最後に退職されました。
　退職後は、大佐町教育委員会委員長、阿哲郡教育委員協議会会長を務められ、大佐町や阿哲郡の教育の
充実に寄与されました。
　なお、田中氏は平成��年に高齢者叙勲（瑞宝双光章）を授与されています。

叙位 
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■
健
康
増
進
施
設

　

�
げ
ん
き
広
場
に
い
み
�

　

�
月　

日
�
、
げ
ん
き
広
場
に
い

��

み
で
、
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
利
用
者
の
み

な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

げ
ん
き
広
場
に
い
み
の
活
用
と
そ

の
効
果
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
な
ど
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
意

見
・
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
げ
ん
き
広
場
に
い
み
が

市
民
の
健
康
増
進
や
意
識
の
向
上
に

役
立
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
�
年

中
使
え
る
プ
ー
ル
は
床
を
油
圧
で
上

げ
下
げ
で
き
、
水
泳
大
会
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
新
見
の
子
ど

も
達
が
、
県
を
代
表
す
る
水
泳
選
手

に
成
長
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
話
を

し
ま
し
た
。

■
正
田
幼
稚
園
保
育
会

　

�
月
�
日
�
、
正
田
公
民
館
で
、

正
田
幼
稚
園
保
育
会
お
よ
び
正
田

幼
児
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
、
�
年

保
育
や
給
食
の
実
施
な
ど
保
育
関

係
や
小
学
校
の
統
廃
合
な
ど
に
つ

い
て
意
見
・
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
認
定
こ
ど
も
園
を
設

置
す
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
解
決
で
き
る
と
考
え
て
い
る
こ

と
を
話
し
ま
し
た
。

■
岡
山
県
共
生
高
等
学
校

　

�
月　

日
�
、
岡
山
県
共
生
高

��

等
学
校
視
聴
覚
室
で
、
教
職
員
、

保
護
者
会
役
員
や
野
球
部
後
援
会

役
員
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
や
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
整
備
に
つ
い
て
の
意
見
・

提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
た

つ
ご
ろ
う
球
場
（
千
屋
の
野
球
部

練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
）」の
飲
料
水
確

保
や
地
元
就
職
先
、
高
校
生
に
対

す
る
電
子
投
票
の
模
擬
投
票
実
施

な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
電
子
投
票
機
で
模
擬

投
票
の
体
験
が
で
き
る
こ
と
や
飲
料

水
の
確
保
は
、
現
地
を
確
認
し
て
協

議
し
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

げんき広場にいみのスタッフや利用者を対象と
したフリートークを開催しました。

市政懇談会

市長 と フリ ー ト ーク

■問い合わせ先　企画政策課広報係（������）

■
草
間
台
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

�
月　

日
�
、
土
橋
交
流
セ
ン

��

タ
ー
で
、
草
間
台
小
学
校
・
草
間

台
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ
ん
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
豊
永
と
草
間
の
小

学
校
、幼
稚
園
が
統
合
し
、草
間
台

小
学
校
と
草
間
台
幼
稚
園
と
な
っ

た
た
め
、保
育
所
、幼
稚
園
、小
学

校
を
同
じ
敷
地
内
と
し
た
新
校
舎

の
建
設
に
つ
い
て
の
要
望
や
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
冬
期
の
運
行
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
な
ど
に
つ

い
て
意
見
・
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
現
在
思
誠
小
学
校
の

改
築
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
将
来

的
に
大
規
模
改
修
の
必
要
が
生
じ

た
と
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

話
し
ま
し
た
。

　開催を希望する団体からの
要請に応え、市長が会場に出向
いて懇談を行う「おでかけ市長
室」を本年度も開催しています。

おでかけ市長室公募型
市政懇談会
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近
年
、
利
用
者
が
減
少
し
休
館
と

な
っ
て
お
り
、
当
初
の
目
的
の
施
設

と
し
て
の
役
割
も
な
く
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
施
設
を
廃
止
す
る
た
め
の

条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

施
設
の
有
効
活
用
を
一
層
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
休
館
日
を
廃
止

す
る
た
め
の
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
に
�
億
� , 
�
�
�

万
�
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総

額
を
�
�
�
億
� , 
�
�
�
万
�
千
円

と
す
る
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

�
結
婚
推
進
事
業

　

…
�
�
万
�
千
円

�
に
い
み
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

事
業

　

…
�
�
万
円

�
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
整
備

　

事
業

　

…
�
�
�
万
円

�
子
育
て
支
援
事
業

　

…
�
�
万
�
千
円

�
農
地
等
災
害
復
旧
事
業
（
補
助
・

単
独
）

　

…
� , 
�
�
�
万
�
千
円

�
道
路
橋
り
ょ
う
等
災
害
復
旧
事
業

（
補
助
・
単
独
）

　

…
�
億
� , 
�
�
�
万
�
千
円

�
旧
千
屋
中
学
校
解
体
事
業

　

…
� , 
�
�
�
万
円

�
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
事
業

　

…
�
�
�
万
円

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
�

�
�
万
�
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
総
額
を
�
�
億
� , 
�
�
�
万
�
千

円
、
直
営
診
療
施
設
勘
定
の
歳
入
歳

出
予
算
に
�
�
�
万
�
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
総
額
を
�
億
� , 
�
�

�
万
�
千
円
と
す
る
補
正
予
算
を
可

決
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
�

�
�
万
�
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
総
額
を
�
�
億
� , 
�
�
�
万
�
千

円
と
す
る
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し

た
。

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
に
�
億
� , 
�
�
�

万
�
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総

額
を
�
�
億
� , 
�
�
�
万
�
千
円
と

す
る
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
和
み

の
郷
か
な
や
」（
仮
称
）
建
築
工

事
（
建
築
主
体
工
事
）
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　

請
負
金
額
�
億
� , 
�
�
�
万
円

で
、特
定
共
同
企
業
体
宗
宏
工
業
㈱
・

山
一
工
業
㈱
・
伯
備
建
設
㈱
と
請
負

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま

し
た
。

■
新
見
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
和
み

の
郷
か
な
や
」（
仮
称
）
建
築
工

事
（
機
械
設
備
工
事
）
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　

請
負
金
額
�
億
� , 
�
�
�
万
円
で
、

東
亜
電
工
㈱
と
請
負
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
に
い
み
日
本
一
安
全
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
宣
言

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
心
豊
か
な
暮

ら
し
を
営
む
こ
と
は
市
民
共
通
の
願

い
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
や
不

安
を
な
く
し
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
、

事
業
者
、
行
政
、
市
議
会
そ
れ
ぞ
れ

が
手
を
取
り
合
い
英
知
と
力
を
結
集

し
て
、
新
見
市
を
「
日
本
一
安
全
安

心
の
ま
ち
」
に
す
る
宣
言
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　

議
会
事
務
局（
�
�
�
�
�
�
）

議会�
レ ポ ー ト �
平成��年
�月定例会

■
一
般
会
計

　

歳
入
合
計
�
�
�
億
� , 
�
�
�
万

� , 
�
�
�
円
、歳
出
合
計
�
�
�
億

� , 
�
�
�
万
� , 
�
�
�
円
、差
引

残
高
�
億
� , 
�
�
�
万
� , 
�
�
�

円（
う
ち
基
金
編
入
額
�
億
� , 
�
�

�
万
円
）と
な
っ
た
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

【
事
業
勘
定
】

　

歳
入
合
計
�
�
億
� , 
�
�
�
万
� , 

�
�
�
円
、
歳
出
合
計
�
�
億
� , 
�

�
�
万
� , 
�
�
�
円
、差
引
残
高
�

億
� , 
�
�
�
万
� , 
�
�
�
円
と
な

っ
た
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

【
直
営
診
療
施
設
勘
定
】

　

歳
入
合
計
�
億
� , 
�
�
�
万
� ,
�

�
�
円
、
歳
出
合
計
�
億
� , 
�
�
�

万
� , 
�
�
�
円
、
差
引
残
高
� , 
�

�
�
万
� , 
�
�
�
円
と
な
っ
た
決

算
を
認
定
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
哲
多
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

�
決
算
関
係

�
条
例
関
係

�
補
正
予
算
関
係

�
そ
の
他

�
議
会
の
発
議
関
係

�
�
�
�
�
�
��
	


�
�

�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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��
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■利用できる駐車場
　制度に協力する公共施設やショッピングセンターなどの身体障がい者等用駐車場
　※該当する施設および駐車場に案内表示が掲示されます。

■利用証交付対象者
　障がいのある人、高齢者（要介護認定者）、難病患者、妊産婦およびけが人などで歩行が困難な人
　※利用証は申請に基づき交付します。

■利用証交付申請窓口
　県庁障害福祉課、各県民局、市町村など
　申請の受付は��月から各窓口で行います。（市では福祉課、各支局地域振興課で受け付けます。）
　なお、県庁障害福祉課のみ��月から事前申請（郵送可）を受け付けます。
　詳しくは、岡山県障害福祉課ホームページ
　（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ�ｐｒｅｆ�ｏｋａｙａｍａ�ｊｐ/ｓｏｓｈｉｋｉ/ｋａｋｕｋａ�ｈｔｍｌ？ｓｅｃ_ｓｅｃ�=��）をご覧ください。

■問い合わせ先
　岡山県障害福祉課福祉のまちづくり班（����-���-����）
　福祉課障害者福祉係（������）

住民基本台帳カードの無料発行（期間限定）について
　市では希望者を対象に、住民基本台帳カードを発行しています。写真付きの住民基本台帳カードは、

公的な本人確認証明書として利用できるほか、次の利用方法があります。

●住民票と印鑑証明書の発行ができる自動交付機の利用（自動交付機は、市役所玄関横に
設置しており、年末年始を除き、平日および休日の７時から２０時まで利用できます。）

●公的個人認証サービスを受ける場合に必要（イータックス［電子申告］］等の電子申請を利
用したい場合）

　この便利なカードをより多くのみなさんにご利用いただくため、期間限定でカード交付手数料を無料

にしています。カードの発行申請は、市民課または各支局で受け付けています。

　なお、公的個人認証サービスを申請する人は、市民課で受け付けています。

■無料交付申請受付期間　平成��年�月��日まで

■手続きに必要なもの

　�印鑑　�運転免許証など写真付き身分証明書　※なお、運転免許証などがない人は、ご相談ください。

■問い合わせ先　市民課市民係（������）

　

身
の
回
り
に
起
き
た
も
め
ご
と

や
、 
土
地
・
建
物
の
貸
し
借
り
の
も

つ
れ
、近
隣
と
の
問
題
、い
じ
め
・
体

罰
な
ど
に
関
す
る
「
子
ど
も
の
人

権
相
談
」
な
ど
、
人
の
権
利
が
侵

さ
れ
た
と
き
の
相
談
に
応
じ
る
人

権
擁
護
委
員
に
、
次
の
み
な
さ
ん

が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【�

月
�
日
付
】

��
（
再
任
）

　
 
三  
村 　
 
幸  
子 
（
上
市
）

み 

む
ら 

み
ち 

こ

　
 
三  
輪 　
 
秋  
子 
（
神
郷
下
神
代
）

み 

わ 

あ
き 

こ

　
 
佐  
田 　
 
美  
惠 
（
哲
多
町
矢
戸
）

さ 

だ 

よ
し 

え

　
 
土  
屋 　
　
 
宣 
（
哲
多
町
田
淵
）

つ
ち 

や 

あ
き
ら

（
新
任
）

　
 
代  
 々　
　
 
徹 
（
神
郷
釜
村
）

だ
い 

だ
い 

と
お
る

　
 
平  
野 　
 
真  
実 
（
唐
松
）

ひ
ら 

の 

ま
さ 

み

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
岡
山
地
方
法
務
局
高
梁

支
局
で
も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
法
務
局
高
梁
支
局

　

（
�
�
�
�
�
―

�
�
―

�
�
�
�
）

人
権
擁
護
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　岡山県では、身体に障がいのある人などが駐車場を利用し
やすいようにするため、１２月１日から「ほっとパーキングお
かやま」駐車場利用証制度を開始します。
　この制度は、障がいなどのため歩行が困難な人に駐車場利
用証を交付し、特定の駐車場を優先的に利用できるようにす
るものです。

ほっとパーキング

おかやま
駐車場利用証制度
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日本脳炎予防接種 につ いて
お知らせ

　平成��年�月より、日本脳炎予防接種の積極的な勧奨を控えていましたが、 ��期の予防接種が

できなかった子どもに対して、特例措置がとられ、接種可能になりました。 

　また、�期の予防接種も、新ワクチン（乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン）により接種可能になり

ました。

��期の予防接種を全く受けていない場合
�対象年齢：�歳～�歳半未満、�歳～��歳未満まで 
�接種回数：�期初回（�回）接種し 
　　　　　　おおむね�年後に�期追加（�回）を接種 
�接種間隔：�期初回の�回目と�回目を
　　　　　　�日～��日までの間隔をあける

��期初回接種（�回）のうち、�回接種している場合
�対象年齢：�歳～�歳半未満、�歳～��歳未満まで 
�接種回数：残りの接種�回 
�接種間隔：接種したのち、次の接種までは、 
　　　　　　�日以上の間隔をあける

��期初回接種を�回接種している場合
�対象年齢：�歳～�歳半未満、�歳～��歳未満まで 
�接種回数：残りの接種�回 

 ★注意事項

予防接種について、 ご質問等がありましたら、下記までご連絡ください。

問い合わせ先：健康づくり課親子保健係（���������）

��－����足立診療所

��－����太田病院

��－����作野医院

��－����新見中央病院

��－����松尾医院

��－����吉田医院

��－����湯川診療所

��－����長谷川紀念病院

��－����大佐診療所 ※接種を希望される場合は、必ず電話予約してください。

日本脳炎予防接種可能医療機関
��－����神代診療所

��－����高瀬診療所

��－����新郷診療所

��－����油野診療所

��－����国際貢献大学校メディカルクリニック

��－����哲西診療所

����－��－����日南病院

����－��－����日野病院

　
歳�

　
歳�

　
歳�

３
歳�

４
歳�

５
歳�

６
歳�

７
歳�

８
歳�

９
歳�

１０ 
�
　
歳�

１１ 
�

１２� １３�

パターン虚� パターン許�

接種できる期間� 接種できる期間�

１回目� ２回目� おおむね�
１年後１回�

�

１回目� ２回目� おおむね�
１年後１回�

�

　
歳�

　
歳�

　
歳�

３
歳�

４
歳�

５
歳�

６
歳�

７
歳�

８
歳�

９
歳�

１０ 
�
　
歳�

１１ 
�

１２� １３�

パターン虚� パターン許�

接種できる期間� 接種できる期間�

残り�
１回目�

残り�
２回目�

残り�
１回目�

残り�
２回目�

　
歳�

　
歳�

　
歳�

３
歳�

４
歳�

５
歳�

６
歳�

７
歳�

８
歳�

９
歳�

１０ 
�
　
歳�

１１ 
�

１２� １３�

パターン虚� パターン許�

接種できる期間� 接種できる期間�

残り１回� 残り１回�

★標準的な接種期間
　�期：�歳～�歳半未満　�～��日までの間隔をおいて�回接種、おおむね�年後に�回接種 
　�期：�歳～��歳未満に�回接種

　※�歳半以上～�歳未満の子どもについては、定期予防接種の対象年齢ではありません。 

　　対象年齢（�歳～��歳未満）までお待ちください。 
　 　（定期予防接種とは…予防接種法に位置づけられている接種で、公費による補助を受けることができます。）
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　市では、平成��年�月に「新見市健康増進計画」を策定し、健康づくりを推進しております。
　平成��年度は「運動」をテーマとし、各地域で運動、特にロコモ（骨・筋肉・関節など
の運動器の機能不全）予防の情報をお届けしてまいりました。
　一連の推進活動のまとめとして、「健康づくり推進大会」を開催します。多くのみなさん
のご参加をお待ちしています。
　

●日時  ���月 ��日�  ������　●場所  まなび広場にいみ小ホール
第�部〈��：��～〉　 ｢にいみ歩こう月間」 表彰式

第�部〈��：��～〉　 健康づくり講演会

　　　　　　　　　演題： 「ロコモ予防で健康長寿～素敵な明日のために～」
　　　　　　　　　講師： ヘルスプロモーション��　 西  河  英 隆   さん

にし かわ ひで たか

　　　　　　　　　　    ロコモ予防の講演、実技を通して「生涯現役で動き続ける秘訣」などの情報をお
話ししていただきます。とにかく「ごろごろしているのが一番」というあなたも、
ぜひご参加ください。

参加を希望される人は、��月��日�までに、健康づくり課へお申し込みください。

■申し込み・問い合わせ先：健康づくり課健康づくり係（���������）

健康づくり推進大会に
ご参加ください！

　市では、乳幼児を持つ保護者等に食育への関心や
知識を深めてもらい、家庭で役立てていただくこと
を目的に講演会を開催します。

◆日時　��月��日�  �：��～

◆場所　保健福祉センター多目的ルーム　

　　　　（受付）�：��～　（講演）�：��～

　演題：「子どもの心と体の健全な育みのための「食

育」（仮）」

　講師：ボランティア食と環境教育アドバイザー

　　　　 中  尾  卓  嗣 さん
なか お たか つぐ

　　　　食育スペシャリストで芸名「うんち博士」

のおもしろく、わかりやすい話です。

　参加を希望される人は、��月��日�までに健康づ

くり課へ申し込みをお願いします。なお、就学前ま

でのお子さんの託児を設けますので、ご利用される

場合は、申し込み時に申し出てください。

◆申し込み・問い合わせ先　
　健康づくり課親子保健係（������）

　市では、��月末日まで「ニッピー・チャレンジ
����｣の申し込みを受け付けています。これはいろ
いろなチャレンジコースの中から、自分が挑戦しよ
うと思うものを選び、来年�月から�か月間実施す
る健康づくりへのチャレンジです。
　新しい年を、「ニッピー・チャレンジ」で勢いよ
くスタートさせてみませんか？
　新見市内外を問わずどなたでも参加可能ですので、
みなさんのご参加をお待ちしています。

◆申込期限：��月��日�
◆申込方法：申込用紙に必要事項記入のうえ郵送か
　　　　　ＦＡＸで申し込みください。

◆申込用紙：健康づくり課が主催する各種研修会など
で配布するほか、各支局、各市民センター・ふれあいセ
ンター、市役所総合案内、健康づく
り課に置いています。また、市のホーム
ページからもダウンロードできます。
◆申し込み・問い合わせ先
　健康づくり課健康づくり係（������）

食育講演会 ! を開催
します

ニ ッピ ーくん

「ニッ ピー チャ レンジ ����｣ に
参加してみませんか？
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農
家
の
み
な
さ
ん
も
、
事
業
を

さ
れ
て
い
る
人
と
同
様
に
、「
収
入

金
額
」
か
ら
「
必
要
経
費
」
を
差

し
引
い
て
所
得
金
額
を
計
算
す
る

「
収
支
計
算
」に
よ
り
申
告
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
金
額
と
は

�
農
産
物
の
販
売
代
金
（
米
、
野

菜
、
果
樹
、
牛
な
ど
）

�
自
家
用
消
費
の
農
産
物（
保
有
米
、

自
家
消
費
野
菜
や
果
樹
な
ど
）

�
共
済
等
補
て
ん
金
ほ
か

必
要
経
費
と
は

�
農
業
の
た
め
の
種
苗
、肥
料
農

薬
、飼
料
、農
機
具
購
入
、修
理
、

刈
り
取
り
、乾
燥
、燃
料
、作
業

用
衣
類
、諸
材
料
な
ど
の
費
用

　

申
告
会
場
に
は
、
こ
れ
ら
収
入

金
額
と
必
要
経
費
（
領
収
書
等
を

添
付
）
を
記
入
し
た
「
収
支
内
訳

準
備
表
」
を
作
成
し
、
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
の
際
に
「
収
支
内

訳
準
備
表
」
を
作
成
し
て
い
な
い

場
合
は
、
各
会
場
で
作
成
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

「
収
支
内
訳
準
備
表
」
は
市
ホ 

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
暮
ら
し
の
便
利
帳

→

市
税→

税
の
お
知
ら
せ→

農
業

所
得
の
申
告
方
法
）
ま
た
は
税
務

課
・
各
支
局
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー

に
備
え
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所

得
税
や
住
民
税
の
申
告
に
お

い
て
、
そ
の
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

そ
の
年
の
�
月
�
日
か
ら　
��

月　

日
ま
で
に
納
付
し
た
保

��
険
料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
支
払
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年
�

��

月
�
日
か
ら
�
月　

日
ま
で

��

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本

年　

月
上
旬
に
日
本
年
金
機

��
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、　

月
�
日
か
ら　

��

��

月　

日
ま
で
の
間
に
今
年
は

��
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、

来
年
の
�
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場

合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険

料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て

に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を

添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に

つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除

証
明
書
の
ハ
ガ
キ
に
表
示
さ

れ
て
い
る
年
金
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金

事
務
所
（
�
�
�
�
�
―

�
�
―
�
�
�
�
）

農
業
所
得 
の
あ 
る 
み
な
さ
ん 
へ

�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
���
�
�
��
�
�

  「社会保険料（国民年金
保険料）控除証明書」が
発行されます
年末調整・確定申告まで大切に保管を ！ 

～相続または贈与等に係る生命保険契約や損害保険契約等に基づく
　年金の税務上の取扱いの変更について～
　この度、遺族の人が年金として受給する生命保険金のうち、相続税の課税対象となった部分については、所得税の課税
対象にならないとする最高裁判所の判決がありました。そこで、このような年金に係る税務上の取扱いを改めることとし
ましたので、お知らせします。これにより、平成��年分から平成��年分までの各年分について所得税が納めすぎとなって
いる人につきましては、その納めすぎとなっている所得税が還付となります。
　お手数をお掛けしますが、必要な手続き（更正の請求または確定申告など）をしていただきますようお願いします。
　この取扱いの変更の対象となる人や所得税の還付の手続きについては、国税庁ホームページ【ｗｗｗ�ｎｔａ�ｇｏ�ｊｐ】をご覧
いただくか、最寄りの税務署にお問い合わせください。
※平成��年分について、早い人は平成��年��月末が還付できる期限となりますので、早目の手続きをお願いします。
※受け取られた年金の受給権が相続税や贈与税の課税対象となる場合は、実際に相続税や贈与税の納税額が生じなかった
人も対象となります。

■問い合わせ先　新見税務署（������）

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
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■
市
税
収
入
の
状
況

　

市
税
の
年
間
収
入
額
は
約　

億
��

円
で
、
市
が
提
供
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
経
費
を
ま
か

な
う
た
め
の
重
要
な
自
主
財
源
で

す
。
地
方
分
権
の
推
進
の
た
め

税
源
移
譲
が
行
わ
れ
、
市
税
収
入

の
健
全
な
確
保
が
、
一
層
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
納
期
限
を
過
ぎ

た
市
税
に
つ
い
て
、
納
付
指
導
や
滞

納
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、　

％
���

の
納
付
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

納
税
者
の
公
平
性
の
み
な
ら
ず
、

「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め
に
も
、
全
力
を
挙

げ
て
滞
納
整
理
に
取
り
組
み
、
収

納
率
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
滞
納
整
理
の
強
化

　

市
で
は
市
税
の
納
付
率
の
向
上

と
未
納
税
額
の
解
消
を
図
る
た
め

「
新
見
市
滞
納
対
策
特
別
本
部
」を

設
置
し
、
徴
収
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
、　

月
を
市
税
滞
納

��

整
理
強
化
月
間
と
し
て
、
未
納
者

に
対
し
て
徹
底
し
た
財
産
調
査

（
不
動
産
、
預
貯
金
、
給
与
、
家
賃
、

掛
売
金
等
）
や
戸
別
訪
問
を
行
い
、

納
付
相
談
・
指
導
を
強
化
し
、
や

む
を
得
な
い
場
合
は
、
差
押
え
な

ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

■
滞
納
整
理
の
対
象

　

市
税
に
限
ら
ず
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
水

道
使
用
料
、
下
水
道
使
用
料
な
ど

の
公
共
料
金
も
同
時
に
納
付
相

談
・
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

滞
納
対
策
特
別
本
部
事
務
局

　

（
税
務
課
収
税
係
内
）

　

（
�
�
�
�
�
�
）

 市 税滞納整 理
 強化月 間で す 納期限が過ぎた市税などは

早めに自主納付をしましょう

■問い合わせ先：新見税務署（�������）

●租税作品の展示について
　新見租税教育推進協議会に応募いただきました「税に関
する小学生の習字」、新見阿哲納税貯蓄組合連合会に応募い
ただきました「中学生の税の作文・習字」について、優秀
作品を展示いたしますので、ぜひご覧ください。

●インターネット番組「Web―TAX―TV」について
　国税庁ホームページのインターネット番組「Web―TAX―
TV」で、国税庁の取組を紹介する番組を、配信しています。
ぜひご覧ください。

●タックスアンサーについて
　タックスアンサーは、税に関す
るインターネット上の税務相談
室です。よくあるご質問に対する
回答を税金の種類ごとに調べる
ことができます。また、キーワー
ドによる検索もできます。

��月��日～��日は税を考える週間です 。

テーマは 「 ����化・国際化と税」
期間中、国税庁ホームページ（ｗｗｗ．ｎｔａ．ｇｏ．ｊｐ）に「特集コ
ーナー」を開設します。ぜひご覧ください。

場所日程内容

にいみプラザ��月�日�～��日�
習字・作文

サンパーク新見��月��日�～��日�

新見税務署 からの
お知らせ

年末調整説明会につ いて
●年末調整説明会について
　平成��年分の年末調整のしかたおよび法定調書の提出
方法等について、説明会を開催します。
　説明会にご出席の際には、お送りいたしました案内状に
整理番号および源泉徴収義務者名をご記入のうえ、会場へ
ご持参ください。

●電子納税について
　毎月の源泉所得税の納税には、事務所から納税のできる
便利な「電子納税」をご利用ください。

対象地域対象者開催場所開催時間開催日

市内
（大佐・神郷・哲多
町・哲西町を除く
地域）

法人

新見商工会
議所　�階
新見市高尾
����-�

��：��～��：��
��月�日
�

��：��～��：��

同上個人同上��：��～��：��
��月��日
�

市内（大佐・神郷 
・哲多町・哲西町
の地域）

法人
個人

同上��：��～��：��
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　市有財産の競売を次のとおり実施します。
　なお、入札にはこの他に必要な案件がありますの
で、必ず「入札案内書」をご請求ください。

■処分する物件
　【所在】新見市上熊谷����-�
　【地目】保安林
　【面積】約�. �� ｈａ
　【処分対象物件】市有林立木（列状による収入間伐）
■処分の方法
　一般競争入札を行います。
■入札方法および条件等
�新見市契約規則の定めにより実施します。
�その他現状のまま引き渡します。引き渡し後はい
かような事態にも市は一切の責任を負いません。

■入札保証金　
　入札金額の���分の�以上を入札前の受付時に納
付してください。
■売買代金の納入
　落札者は、契約締結時に売買代金の��％を内金と
して納入し、契約後��日以内に残金を完納してい
ただきます。
■入札日時・場所
　【入札日】��月��日�
　【受付開始】��：��
　【入札開始】��：��
　【場所】山村開発センター�階会議室
■物件の現場説明
　【日時】��月�日�  ��：��開始
　【集合場所】新見市役所

資料請求・問い合わせ先 � 総務課管財係（������）

競 売 公 告

にいみ  みんなの
エコフ ェ スタ ２ ０ １ ０
   を開催 します ！
新見市市民環境会議では、環境問
題について考える「にいみみんなの
エコフェスタ����」を開催します。
みなさんぜひご来場ください。

■日時　��月��日�　��：��～��：��
■場所　憩いとふれあいの公園  屋内ゲートボール場
■内容　環境学習車「さんよう号」、発電自転車、
　　　　クラフト体験、分別ゲーム、各種展示など
■その他　会場で行うフリーマーケットに出店さ
　　　　れる人を募集しています。ご家庭にある
　　　　不要となったものを出店してみませんか。
■問い合わせ先　新見市市民環境会議事務局
　　　　　　　　（市生活環境課内）（������）

行政チャン ネル番組表 �������

■市長室からこんにちは　《毎日》 �：��・��：��・��：��・��：��（��月��日まで）
■切り絵で綴る「新見庄物語」   《毎日》 ��：��・��：��・��：��（��月�日まで）
■英語にチャレンジ「デイブの英語で言うてみんせぇ 」 Ｓｅａｓｏｎ４    《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■「にいみにっこりクッキング」お弁当クッキング　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■「みんなで始めようニュースポーツ」 ～ふらばーるバレー編～　《毎日》 �：��・��：��・��：��
■身近な科学を楽しもう「にいみおもしろサイエンス 第４回」 音ってなあに？ ②　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
■郷土の偉人・太田辰五郎とは？ 「千屋牛物語」　《毎日》 ��：��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせ等）を放送しています。

■問い合わせ先　情報管理課ラストワンマイル係��������

　�月��日�、新見市環境衛生協議会は豊永
赤馬、上熊谷、大佐田治部市道沿い他、市内�
か所の不法投棄ごみ一斉清掃を実施しました。
今回は�岡山県産業廃棄物協会備北支部、新
見市環境保全協会の協力を得て行いました。
　回収したごみは、家電製品、タイヤ、空き
缶等で回収量は � . � ��になりました。　
　不法投棄、ポイ捨てをなくし、美しい新見
市を守りましょう。

■問い合わせ先
　 生活環境課環境保全係（������）

不法投棄は犯罪です

不法投棄
ごみ一斉
清掃実施
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新
見
市
健
康
増
進
施
設

 「 
げ
ん
き
広
場
に
い
み 
」

 
半
額
利
用
券

　ＮＨＫ岡山放送局と新見市では、ＮＨＫラジオ第１放送の人気番組「ふるさと自慢うた自慢」（全国放
送）の公開録音を実施します。これは、湯原昌幸さんと水田竜子さんをゲストに迎え、市内の男性・女性
グループによる「ふるさと自慢」や「うた自慢」を通じて、本市の魅力を全国に発信するほか、ゲストに
よる歌謡ステージ「ふるさと自慢コンサート」もお楽しみいただける番組です。 
　現在、観覧者の募集を行っていますので、入場を希望される場合は、次の要領によりお申し込みください。

 湯  原  昌  幸 
ゆ はら まさ ゆき

 水  田  竜  子 
みず た りゅう こ

ご応募に関する個人情報は、抽選結果のご連絡に使用させていただきます。また、ＮＨＫが受信料やイベント等のお願いに使用することがあります。

��月��日�
まなび広場にいみ大ホール
■出 演 者　＜ゲスト＞  湯  原  昌  幸 、 水  田  竜  子 　

ゆ はら まさ ゆき みず た りゅう こ

　　　　　　＜出　演＞ 新見市のみなさん　

　　　　　　＜司　会＞  中  尾  晃  一  郎 アナウンサー　
なか お こう いち ろう

■入　　場　入場無料　
　　　　　　※ただし、�歳以上のお子様から入場整理券が必要です。　
　　　　　　※入場整理券�枚につき�名様まで入場できます。　
■申込方法　入場整理券をご希望の人は、往復ハガキに必要事項を
　　　　　　明記のうえ、お申し込みください。（右の記入例を参照ください）　
　　　　　　　  ※返信用裏面には抽選結果を印刷しますので、白紙のままお送りください。　
　　　　　　　  ※紙・シール等の貼り付け、修正液の使用はご遠慮ください。　

■申 込 先　〒���-���� （住所不要）　
　　　　　　新見市企画政策課「ふるさと自慢うた自慢」係　
■申込締切　��月��日�必着　
　　　　　　　  ※応募多数の場合は抽選のうえ、��月��日�頃に抽選結果を発送します。　
　　　　　　　  ※インターネットオークション等での売買を目的とした申し込みは固くお断りします。
　　　　　　　  　売買を目的とした申し込みであると判断した場合には、抽選対象外とさせていただきます。

■放送予定　ＮＨＫラジオ第�放送・全国放送　平成��年�月�日�  ��：��～��：��（ふるさと自慢うた自慢）
　　　　　　ＮＨＫラジオ第�放送・全国放送　平成��年�月��日�  ��：��～��：��（ふるさと自慢コンサート）
　　　　　　　  ※放送予定は変更になる場合があります。　

■問い合わせ先
○企画政策課政策係（������）�：��～��：��（但し、閉庁日を除く）
　　ホームページ　 新見市役所　　　   検索     または  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ�ｃｉｔｙ�ｎｉｉｍｉ�ｏｋａｙａｍａ�ｊｐ/
○ＮＨＫ岡山放送局（����-���-����）�：��～��：��（但し、土日祝祭日を除く）
　　ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ�ｎｈｋ�ｏｒ�ｊｐ/ｏｋａｙａｍａ/

■往信〈表〉� ■返信〈裏〉�

■返信〈表〉� ■往信〈裏〉�

往復はがき記入例�

こ
こ
に
は
何
も�

記
入
し
な
い
で�

く
だ
さ
い
。�

新
見
市
企
画
政
策
課�

（
申
込
者
住
所
）�

（
申
込
者
氏
名
）�

「
ふ
る
さ
と
自
慢�

  

う
た
自
慢
」
係�

◯
◯
◯
◯ 

様�

７１８８５０１�

新
見
市
◯
町�

□
番
地�

陰
郵
便
番
号�

隠
申
込
者
住
所�

韻
申
込
者
氏
名�

吋
電
話
番
号�

開場予定��：��
開演予定��：��／終演予定��：��

NHK岡山放送局開局８０周年記念

公開録音観覧者募集!

��

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康
増
進
、
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
施
設
を
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
、
各
世
帯
に
「
半
額
利
用

券
」
を
２
枚
ず
つ
お
配
り
し
ま
す
。

　

こ
の
券
を
利
用
す
れ
ば
利
用
料
金
が
半
額
と

な
り
ま
す
の
で
、
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
、

受
付
に
ご
提
示
の
う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
対
象
者　
　

歳
以
上
の
人

４０

�
対
象
施
設　

プ
ー
ル
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
（
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
含
む
）

　

※
浴
場
の
み
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
親
子
保
健
係

　
（
�
�
６
１
２
９
）

ご利用
ください

問い合わせ先
健康づくり課（������）

半半額額半 額 
利 用券
有効期限 ����������

げんき広場にい み 一般 割引

問い合わせ先
健康づくり課（������）

半半額額半 額 
利 用券
有効期限 ����������

げんき広場にい み 一般 割引
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 平成��年�月�日�

※半額割引券１枚につき、
　１名の利用が可能です。

（生年月日・年齢をご記入ください）

生年月日 

 (男・女)

年　　齢 才

《利用施設》

プ ール・フ ィッ トネス
（トレーニングルームを含む）

※半額割引券１枚につき、
　１名の利用が可能です。

（生年月日・年齢をご記入ください）

生年月日 

 (男・女)

年　　齢 才

《利用施設》

プ ール・フ ィッ トネス
（トレーニングルームを含む）

◆日程　
　�受付  ��：��～��：��　
　�式典・アトラクション・懇親会  ��：��～

◆場所
　まなび広場にいみ

◆対象者
　平成�年�月�日から平成�年�月�日までに生
まれた人で、新見市に住所を有している人。
　　※対象者には��月初旬に案内状を送付しますが、

届かない場合は早めにご連絡ください。
　　　また、市外就学者・就業者で、新見市に住所
を有していない人については案内状の送付を行
いませんが、参加申込書にご記入のうえ、申し
込みをすれば出席できますので、ぜひご参加く
ださい。

　　　参加申込書はまなび広場にいみ受付、市役所
受付、各支局、各市民センター・各ふれあいセ
ンターに置いています。

◆問い合わせ先　
　生涯学習課生涯学習係（������）

�������

宝宝宝宝くくくくじじじじ宝 く じ の 助 成 金
　市では、今年度も宝くじの助成金を財源として、市民が主体的に行うコミュニティ活動の促進を図り、

地域の連帯感に基づく自治意識を盛り上げることを目指し、市内のコミュニティ団体へあらゆる活動の実

施に直接必要な各種設備の整備を行いました。 

　これにより、今後も各コミュニティの健全な発展や地域の振興が図られることが期待されます。

で整備
されまし た！

■問い合わせ先　企画政策課政策係（������）

♪本年度も

唐松学区振興会 三室観光組合

萬歳地区ふるさと振興協議会上市地域振興会

音響機器、ＡV機器の整備 太鼓・衣装の整備

音響機器の整備 杵、臼、照明装置、音響機器の整備
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■内容　「エクセル」を使って会計簿や住所録、決
算報告書などを作成する（�回連続）

■対象　パソコンで漢字入力ができ、マウス操作
ができる人
■日時　��月��日�、��日�、��日�
　時間はいずれも��：��～��：��
■会場　まなび広場にいみ�階　パソコン教室
■参加費　�, ���円（テキスト代は別途）
■定員　��名（多数の場合は抽選）
■申込方法　講座名（パソコン講座��月「エクセ

ルを楽しもう！」）、郵便番号、住所、氏名、年
齢、電話番号を記入して、ハガキまたはＦＡＸ
で申し込みください。また、まなび広場にいみ
受付にも申込用紙を用意してありますのでご利
用ください。（電話では受付できません）
■申込締切　��月��日�

■申し込み・問い合わせ先
　〒��� - ���� 新見市新見���番地�
　生涯学習課生涯学習係（������）（Ｆ Ａ Ｘ�����）

パソコン講座�パソコン講座�
まなび広場にいみ主催

11月 エクセルを楽しもう！

　

新
見
市
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の

公
園
ピ
オ
ー
ネ
球
場
で
「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
に
は 
坂  
井  
寛  
子 
さ
ん
ら

さ
か 

い 

ひ
ろ 

こ

を
お
招
き
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
普
及
と
、
競
技
力
の
向
上
を

目
的
と
し
ま
す
。

　

北
京
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
ら

の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指
導
を
受

け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
締
切　
　

月
�
日
�

��

●
主
催　

新
見
市
教
育
委
員
会

●
主
管　

新
見
市
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事

務
局（
高
尾
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
） 

（
�
�
�
�
�
�﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ 

兼
﹈ ）

晴れの国おかやま国体 ��周年記念事業

ソフ トボ ー ル
フ ェス テ ィ バル
� � 月 � � 日 �
�：��～��：��

i - box に いみ 入居者募集!
新見市創業支援施設「ｉ-ｂｏｘにいみ」の貸オフィスへの入居者を募集しています。 
募集対象は、情報通信技術を活用して新規事業を目指す個人や創業間もない企業等です。 

■所在地　新見市正田���-� 
■その他　情報関連分野以外の人が入居することも可能です。
　　　　　応募書類等詳しくは、商工観光課まで問い合わせください。 
■申し込み・問い合わせ先　商工観光課商工労政係（������）
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る
だ
け
で
も
�
�
�
基
近
く
の
五
輪

塔
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
塩
山
城
へ
の
登
頂
ル
ー
ト
周

辺
に
あ
り
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
�
か

所
で　

基
前
後
の
数
を
数
え
ま
し
た
。

��

　

真
福
寺
裏
の
も
の
と
合
わ
せ
て
�

�
�
基
の
五
輪
塔
群
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
あ
そ
こ
に
も
あ
っ
た
、
以

前
こ
こ
で
も
見

た
こ
と
が
あ
る
、

土
を
掘
っ
て
い

た
ら
五
輪
塔
が

出
て
き
た
な
ど

の
連
絡
を
受
け

て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
の
数
は

ま
だ
ま
だ
増
え

る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
五
輪
塔

に
ま
つ
わ
る
言

い
伝
え
な
ど
も

分
か
り
、
今
後

の
さ
ら
な
る
調

査
が
ま
た
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
五
輪
塔

群
は
、
そ
の
祭

ら
れ
て
い
る
場

所
と
数
か
ら
し

て
、
塩
山
城
の

攻
防
の
際
に
命

塔
群
は
多
治
部
氏
一
族
の
も
の
で
あ

ろ
う
こ
と
で
納
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
契
機
に
、
塩
城

山
周
辺
の
五
輪
塔
に
つ
い
て
も
調
査

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
真
福
寺
周

辺
に　

基
・
余
の
内
に　

基
・
四
河

��

��

に　

基
・
松
雲
寺
周
辺
に　

基
・
法

��

��

ヶ
峠
に　

基
・
黒
谷
に　

基
・
山
谷

��

��

に　

基
等
々
、
今
ま
で
分
か
っ
て
い

��

　

上
熊
谷
・
塩
城
山
の
周
辺
に
は
多

く
の
五
輪
塔
が
存
在
し
、
今
も
な
お

手
厚
く
祭
ら
れ
て
い
る
と
聞
き
、「
塩

山
城
を
守
る
会
」
の
み
な
さ
ん
に
話

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

上
熊
谷
・
如
意
山
真
福
寺
の
裏
山

に
は
、
多
数
の
五
輪
塔
が
集
積
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
阿
哲
郡
誌
に

写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
守
る
会
」
で
は
、
そ
の

数
の
確
認
と
で
き
る
だ
け
の
復
元
を

計
画
し
、
岡
山
県
立
美
術
館
・
主
任

学
芸
員
の
中
田
先
生
の
指
導
の
下
に

と
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

�
回
の
作
業
の
結
果
、
五
輪
塔
�

�
�
基
、
宝
き
ょ
う
印
塔　

基
の
計

��

�
�
�
基
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち

　

基
を
復
元
し
、
残
り
は
そ
の
横
に

��整
然
と
積
み
重
ね
ま
し
た
。
さ
ら
に

こ
の
五
輪
塔
に
関
し
て
の
説
明
板
を

設
置
し
、
花
筒
も
供
え
ま
し
た
。
こ

の
場
所
か
ら
す
ぐ
下
の
土
居
部
落
に

は
、
塩
山
城
主
・
多
治
部
氏
の
屋
敷

跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
五
輪

塔
の
数
と
大
き
さ
か
ら
考
え
て
、
伝

え
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
こ
の
五
輪

まちやむらの�あ�れ�こ�れ�

を
落
と
し
た
武
士
た
ち
の
霊
を
慰
め

る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
�
�
�
年
以
上
も

前
の
こ
の
五
輪
塔
群
は
、
塩
山
城
の

歴
史
と
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



市報にいみ 第６８号
��������������

��
�
�
�
�
��
�	


�

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、新
見
市
報

道
委
員
が
取
材
、編
集
を
行
う
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

　

季
刊
ご
と
に
、市
民
の
み
な
さ

ん
に
身
近
な
話
題
を
お
届
け
し

ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
新
見
市
報
道
委
員
】（
敬
称
略
）

戸
田　
　

博
（
上
熊
谷
）

定
岡　

豊
秋
（
西
方
）

橋
本　

直
人
（
新
見
）

宮
田　

恵
介
（
新
見
）

吉
本
美
由
喜
（
大
佐
田
治
部
）

小
谷　

明
美
（
神
郷
釜
村
）

木
村
貴
美
子
（
哲
多
町
本
郷
）

川
上
智
枝
子
（
哲
西
町
矢
田
）

山
本
久
美
子
（
総
務
常
任
委
員

　
　
　
　
　
　

会
委
員
長
）

奥　
　

宏
二
（
企
画
政
策
課
長
）

ちょっと�
ひといき�
Have a break.

神
社
」、
安
来
の
「
和
鋼
博
物
館
」
な

ど
「
た
た
ら
の
歴
史
街
道
」
の
地
図

を
頼
り
に
鉄
の
文
化
施
設
巡
り
を
し

ま
し
た
。
安
来
市
・
雲
南
市
・
奥
出

雲
町
に
は
、
た
た
ら
の
歴
史
に
関
す

る
た
く
さ
ん
の
文
化
施
設
が
あ
り
ま

し
た
。
中
に
は
国
指
定
重
要
民
族
文

化
財
、
国
有
形
文
化
財
、
国
登
録
文

化
財
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
て
、
た
た
ら
製
鉄
の
歴

史
、
場
所
、
高
度
な
技
術
、
運
搬
方

法
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
先
頃
催
さ
れ
た
「
新
見
庄
を

巡
ろ
う
」
で
聞
い
た
、
神
郷
高
瀬
は

鉄
の
産
地
で
新
見
庄
全
体
の
年
貢
の

半
分
近
く
を
鉄
や
お
金
で
納
め
て
い

た
と
い
う
話
。
多
く
の
砂
鉄
が
採
れ

た
と
い
う
千
屋
の
鉄
穴
場
跡
や
出
土

し
た
大
き
な
鉄
滓
の
こ
と
な
ど
、
こ

の
新
見
で
は
中
世
か
ら
あ
ち
こ
ち
で

た
た
ら
製
鉄
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
、

地
域
経
済
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る

こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　

月
末
に
行
わ
れ
た
「
た
た
ら
製

��
鉄
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
こ
の
辺
り

の
た
た
ら
に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会

で
し
た
。
中
国
山
地
一
帯
に
拡
が
る

風
化
し
た 
花  
崗  
岩 
に
含
ま
れ
る
砂

か 

こ
う 

が
ん

鉄
・
豊
富
な
木
炭
、
そ
れ
を
生
か
し

た
人
々
の
知
恵
と
誇
り
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
、
正
田
に
新
設
さ
れ
た
た
た

ら
製
鉄
操
業
施
設
「
新
見
庄
中
世
た

た
ら
」
で
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
再
現

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、「
カ
ナ

ク
ソ
？
」
を
持
っ
て
い
き
専
門
家
に
見

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に

「
カ
ナ
ク
ソ
（ 
鉄  
滓 
の
こ
と
）」で
し
た
。

て
っ 

さ
い

そ
の
辺
り
で
「
た
た
ら
」
が
行
わ
れ
て

い
た
証
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
私
は
そ
の
場
で
教

え
て
も
ら
っ
た
鉄
の
神
様
「 
金  
屋  
子 

か
な 

や 

こ

　

「
黒
い
つ
ぶ
つ
ぶ
の
穴
が
空
い
た

石
？
」
近
く
の
谷
川
で
も
時
々
見
か

け
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
お
年
寄
り

に
こ
の
石
を
見
せ
る
と
、「
カ
ナ
ク

ソ
？
」
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ど
う
し
て
穴
が
空
い
て
い
る
の
か
」

「
ど
う
し
て 
金 
が
川
に
あ
る
の
か
」不

か
ね

思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら　

年
、
最
近
、
私
の
中
で
そ
の
ル

��
ー
ツ
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
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バ
イ
ク
が
趣
味
の
乗
り
物
と
言

わ
れ
て
ど
れ
く
ら
い
た
つ
の
だ
ろ

う
。

　

昔
、
私
が
こ
の
乗
り
物
に
乗
り

始
め
た
�
�
�
�
年
頃
は
本
当
に

数
多
く
の
ラ
イ
ダ
ー
が
周
り
に
い

た
。
街
中
で
も
、
峠
に
行
っ
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
人
が
バ
イ
ク

に
跨
っ
て
い
た
。
ま
た
ラ
イ
ダ
ー

の
服
装
も
、
甚
平
に
便
下
駄
の
奴

か
ら
、
本
格
的
な
革
ツ
ナ
ギ
ま
で
、

色
々
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
�
�
�
�
年
頃
を
境

に
バ
イ
ク
自
体
の
登
録
台
数
も
減

少
し
て
い
き
、
今
で
は
年
間
登
録

台
数
は
ピ
ー
ク
の
�
割
程
度
に
ま

で
減
少
し
て
い
る
ら
し
い
。
た
だ
、

道楽
免
許
制
度
と
道
交
法
の
改
正
に
よ

り
、
大
型
バ
イ
ク
は
増
加
し
て
い

る
ら
し
い
が
。

　

私
も
相
変
わ
ら
ず
、
年
に
何
度

か
程
度
だ
が
、
近
隣
を
ツ
ー
リ
ン

グ
し
て
い
る
。
目
的
地
な
ど
で
会

う
ラ
イ
ダ
ー
は
、
私
と
同
年
代
ば

か
り
…
。

　

確
か
に
今
の
ご
時
勢
、
環
境
の

こ
と
と
か
考
え
た
ら
、
人
に
奨
め

ら
れ
る
趣
味
と
は
言
い
難
い
が
、

も
っ
と
若
い
人
た
ち
が
こ
っ
ち
側

に
、
来
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

夏
は
暑
く
て
大
変
だ
し
、
天
候

に
左
右
さ
れ
や
す
い　

ま
た
、
冬

に
は
冬
眠
し
た
り
す
る
け
ど
、
バ

イ
ク
に
乗
る
の
楽
し
い
よ
。

私 
の 
ふ
る 
さ 
と 
か 
ら 
見
た 「
新
見
」

地
域
の

み
な
さ
ん
に
感
謝
！

新
見
公
立
大
学
・
短
期
大
学

看
護
学
科   
奥    
茉  
莉 
奈
   
  
さ
ん  
（
出
身 ‥

兵
庫
県
三
木
市
）

お
く 

ま 

り 

な

　

新
見
市
に
引
っ
越
し
て
き
て
か
ら
約
一
年
半
が
経
ち

ま
し
た
。
新
見
市
は
過
ご
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
た
め
、

と
て
も
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
学
生

の
大
半
は
一
人
暮
ら
し
の
た
め
、
今
ま
で
経
験
し
た
も

の
と
は
違
う
深
い
友
情
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  
さ
ら
に
、
私
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
と

て
も
良
い
人
に
囲
ま
れ
、
良
い
社
会
勉
強
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
周
り
に
い
る
み
な
さ
ん
に
感
謝

し
な
が
ら
、
今
私
が
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

 田  原   裕  之   さん
た はら ひろ ゆき

［神郷下神代］ ��歳　
会社員



南 か ら

Hello! My name is Brianne Theisen. I am from 

Minnesota, in America. Minnesota is known for 

its many lakes. There are over 11,000 lakes in 

Minnesota! It is also a very cold state. One year 

it got all the way down to -40 degrees Celsius. I 

enjoy doing many things, including playing 

sports. My favorite sports are soccer, rugby, 

and badminton. I also really enjoy watching 

movies and reading books. 

This is my first time in Japan, and I am very 

excited to be here. Niimi is a very beautiful 

place! I have never lived nearby mountains 

before, so I enjoy being able to see them 

everyday. Also, the people here are wonderful, 

and it makes living far away from my home 

very easy. Yoroshiku onegaishimasu!

北

か

ら

第　

通
��

 三  石   理 恵    さん

みつ いし り え

東京都日野市（出身：正田）

を
見
に
行
く
こ
と
が

で
き
感
無
量
で
し
た
。

も
や
が
か
か
り
、
幻
想
的
な
中
に
、
淡
く
エ

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
明
か
り
が
…
幼
い

頃
、哲
多
町
へ
ほ
た
る
を
見
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

土
壌
汚
染
地
域
は
、
環
境
省
の
指
定
区
域
だ
け
で

も
、
全
国
に
�
�
�
箇
所
※ 

と
の
こ
と
。
一
説
に
よ

る
と
、
汚
染
さ
れ
た
土
は
、
正
常
化
す
る
ま
で
、
千

年
か
か
る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ

た
新
見
の
自
然
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
少
し
で
も
、

ほ
た
る
の
住
め
る
よ
う
な
、
美
し
い
大
地
が
保
全
さ

れ
ま
す
よ
う
に
。

　

※
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
の
平
成　

年
〜　

年
ま
で
の
累
計
件
数

��

��

撰
組
副
長
・
土
方
歳
三
隊
士
の
生
家
近
く

に
住
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
畑
も

多
く
、
梨
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
産
地
で
、
長
閑
な

と
こ
ろ
で
す
。
東
京
都
は
意
外
に
も
森
林
面
積
が
、

�
分
の
�
に
も
お
よ
び
、
希
少
な
生
態
系
を
持
つ

高
尾
山
を
筆
頭
に
、
都
の
唯
一
の
村
で
あ
る
、
桧

原
村
に
は
急
峻
な
山
を
頂
く
大
自
然
が
あ
り
、
茅

葺
の
宿
や
、
透
明
度
の
高
い
沢
や
川
…
幸
い
住
ま

い
が
こ
う
い
っ
た
自
然
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
主

人
と
休
み
の
日
に
行
く
と
こ
ろ
と
い
え
ば
、
そ
ち

ら
の
方
に
、
足
が
向
か
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
手
術
の
後
遺
症
が
、
長
年
の
間
に

こ
じ
れ
、
思
う
よ
う
に
出
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
�
月
は
、
久
し
ぶ
り
に
�
ほ
た
る
�

★

新

ブ
リ
ア
ン
・
タ
イ
セ
ン
さ
ん

出
身
地：

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ミ
ネ
ソ
タ
州

勤
務
先：

哲
多
中
、新
見
第
一
中

　こんにちは！私はブリアン・タイセンと言います。

アメリカのミネソタ州から来ました。ミネソタ州は

たくさんの湖があることで知られています。なんと

 ��� ���をも超える数なのです。そしてとても寒い州

でもあります。ある年の気温がマイナス��度を下回

ることがありました。私はスポーツなどいろいろな

趣味を持っています。サッカーやラグビー、バドミ

ントンが好きですし、映画を見たり読書をするのも

好きです。

　 今回が私にとって初めての日本なので、今とても

わくわくしています。とにかく新見はとても美しい

街です。私はこんなに近くに山がある場所に住んだ

ことがないので、毎日この景色を眺めても見飽きる

ことがありません。また、新見のみなさんも素敵な

ので、アメリカからは遠く離れているけれど、悠々

と生活を楽しむことができています。

よろしくお願いします！
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　    古式ゆかしく行われました ！
 　       ●土下座まつり

　�月��日�から��月�日�までの�日
間、米国ニューパルツで市内中学生ら��人
がホームステイなどを通して現地の生活や
文化に触れました。
　報告会では石垣市長が「元気で帰ってき
たことが一番うれしい。米国と日本ではい
ろいろなことが違うが、良い経験になった
と思う。将来は世界に通用する人になって
もらいたい。」と述べました。

    言葉が通じてうれしかった
 　   ●米国ニューパルツ訪問中学生が
 　　  帰国報告

　��月��日�、大名行列が新見の市街地を 練 
ね

り歩く「土下座まつり（ 御  神  幸  武  器  行  列 ）」
ご しん こう ぶ き ぎょう れつ

が行われました。

　先導役の 先  払 いの掛け声とともに、総勢��
つゆ はら

人が弓や 槍 などを手に街を歩き、昔ながらの
やり

お国入りの様子を再現しました。

　また、市内の小学生による子ども大名行列

や勇壮な 神  輿 が後に続き、会場周辺は大変な
み こし

賑わいとなりました。
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   美術愛好者でにぎわう
     ●県展、新見会場開催

    千屋牛や�級グ ルメに行列
     ●��級グルメ＆
　　  にいみ旨いもの市開催

　�月��日�、新見千屋温泉いぶき
の里駐車場で、「Ｂ級グルメ＆にい
み旨いもの市」が開催され、千屋牛
をはじめとする特産品や津山ホルモ
ンうどんなどのＢ級グルメが出店し
大勢の家族連れで“食欲の秋”を満
喫していました。

　�月��日�から��月�日�の�日間、

まなび広場にいみで、県内最大規模の美

術展覧会「第��回岡山県美術展覧会（県

展）」が開催され入賞作品など���点が展

示されました。

 　  千屋牛おいしかったよ
 　     ●千屋牛フェア

　��月��日�・��日�の �日間、Ａ

コープあしん駐車場で千屋牛フェ

アが開催され、千屋牛振興会加盟

店が千屋牛を使ったラーメンやハ

ンバーガーなどの販売をしまし

た。訪れた人たちは千屋牛を満喫

し、会場は終日賑わいました。

し
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■
相
談
先

●
新
見
市
健
康
づ
く
り
課

    
�
�
�
�
�
�

�
相
談
随
時
受
付

　

保
健
師
対
応

●
備
北
保
健
所
新
見
支
所

    
�
�
�
�
�
�

�
相
談
随
時
受
付

　

保
健
師
対
応

�
心
の
健
康
相
談　

月
�
〜
�
回

　

医
師
や
保
健
師
対
応

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
支
援
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

直
接
専
門
機
関
で
受
診
す
る
こ
と

へ
抵
抗
が
あ
る
人
も
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
保
健
所
や
市
役
所
で
も
相

談
に
の
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
く
、
初
期
で
は
う
つ
病
が
見
逃
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お

か
し
い
な
と
感
じ
た
ら
、
専
門
機
関

で
受
診
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

　

決
し
て
め
ず
ら
し
い
病
気
で
は
な

く
、
む
し
ろ
身
近
な
病
気
で
す
の
で
、

他
人
事
で
は
な
く
自
分
ま
た
は
家
族

の
こ
と
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

予
防
法
と
し
て
は
、
こ
れ
と
い
っ

た
決
定
的
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

か
か
り
や
す
い
性
格
と
し
て
仕
事
熱

心
、
こ
り
性
、
几
帳
面
、
責
任
感
が

強
い
等
の
特
徴
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
少
し
気
を
抜
い
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
と
い
い
で
す
。

　

運
動
や
趣
味
を
生
か
し
て
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
た

り
、
一
人
で
考
え
込
ま
ず
誰
か
に
相

談
し
て
気
分
を
楽
に
す
る
等
、
毎
日

の
小
さ
な
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

�
う
つ
�を

   
知
ろ
う
！

　

気
分
が
落
ち
込
み
何
を
す
る
に
も

お
っ
く
う
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

誰
し
も
少
な
か
ら
ず
感
じ
た
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

意
欲
の
低
下
、
悲
観
的
な
思
考
、

集
中
力
の
低
下
、
行
動
の
遅
滞
、
全

身 
倦  
怠 
感
、
食
欲
不
振
、
不
眠
、
頭

け
ん 

た
い

痛
な
ど
、
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
原
因
が
「
う
つ
病
」
で
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
は
、
基
本
的
に
①
う
つ
気
分
、

②
意
欲
・
行
動
の
障
害
、
③
思
考
障

害
、
④
身
体
症
状
（
倦
怠
感
等
）
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

し
ば
し
ば
朝
方
に
調
子
が
悪
い
日
内

変
動
や
、
春
や
秋
、
ま
た
は
数
年
周

期
で
反
復
す
る
周
期
性
変
動
が
み
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

身
体
症
状
が
伴
っ
て
く
る
と
医
療

機
関
（
一
般
診
療
科
）
で
受
診
す
る

人
も
い
ま
す
が
、
検
査
上
こ
れ
と
い

っ
た
異
常
が
見
つ
か
る
ケ
ー
ス
が
少

●乳がん検診 （集団検診） 
受付時間会　　場曜日月　日

��：��～��：��
千屋市民センター月��月��日

��：��～��：��

��：��～��：��菅生市民センター
火��月��日

��：��～��：��おおさ総合センター

��：��～��：��
おおさ総合センター水��月��日

��：��～��：��

��：��～��：��
おおさ総合センター木��月��日

��：��～��：��

��：��～��：��
神郷保健センター金��月��日

��：��～��：��

��：��～��：��
神郷保健センター水��月��日

��：��～��：��

��：��～��：��
きらめき広場・哲西木��月��日

��：��～��：��

��：��～��：��
きらめき広場・哲西金��月��日

��：��～��：��

��：��～��：��
哲多総合センター月��月��日

��：��～��：��

��：��～��：��
哲多総合センター火��月��日

��：��～��：��

��：��～��：��
哲多総合センター水��月�日

��：��～��：��

��：��～��：��
井倉市民センター木��月�日

��：��～��：��

��：��～��：��
草間市民センター金��月�日

��：��～��：��

※��月�日以降の検診日程は��月号でお知らせします。
※詳細は、「新見市成人検診ガイドブック」を確認してください。
※対象地区の詳しい地区割りについては検診が近づきました
ら広報します。
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準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

担当病院

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、
　　　　　日曜日、祝日

��月�日（水）

新見市　渡辺病院 ������
庄原市　東城病院 ������-�-����
真庭市　勝山病院（内・外） �����-��-����
真庭市 杉山医院（内） �����-��-����
真庭市　さくもとクリニック（外） �����-��-����

��月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 ������-�-����
真庭市　河本病院（内・外） �����-��-����
真庭市　中井病院（内） �����-��-����

��月��日（日）

新見市　太田病院 ������
庄原市　日伝医院 ������-�-����
真庭市　近藤病院（内・外） �����-��-����
真庭市　まにわ整形外科（外） �����-��-����
真庭市　さとう医院（外） �����-��-����

��月��日（日）

新見市　渡辺病院 ������
庄原市　東城病院 ������-�-����
真庭市　金田病院（内・外） �����-��-����
真庭市　新庄村診療所（内） �����-��-����

��月��日（火）

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　三上クリニック ������-�-����
真庭市 湯原温泉病院（内･外） �����-��-����
真庭市 松坂医院（内） �����-��-����
真庭市　牧原医院（外） �����-��-����

��月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 ������-�-����
真庭市　落合病院（内） �����-��-����
真庭市　河本病院（外） �����-��-����
真庭市　米田医院（内） �����-��-����

��月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　東城病院 ������-�-����
真庭市　中山病院（内・外） �����-��-����
真庭市 本山医院（内） �����-��-����

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）
受付時間　�：��～��：��　

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
受付時間　�：��～��：��　

歯科

内科

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなどの症状について当番の小児科医または看護師等が電
話で相談に応じるとともに受診等について適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　（＃����については、携帯電話およびプッシュ回線固定　電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��時～��時  �土曜、日曜、祝日および��月��日～翌年�月�日： ��時～��時
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子どもおよびその保護者

●２歳６か月児歯科健康診査
対象児時間会場曜日月日
平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター火��月�日

●３歳児健康診査
対象児時間会場曜日月日
平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター火��月��日

診療時間：��時～��時
診療科目：内科、小児科

時間会場曜日月日

��：��～��：��大佐支局
月��月�日

��：��～��：��Ａコープあしん

�：��～��：��哲多支局
火��月�日

��：��～��：��神郷保健センター

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験が
ある人に限られます。
※身分確認ができる物を持参してください。

小児
救急医療
電話相談

※詳細は、「新見市成人検診ガイドブック」を確認してください。
※対象地区の詳しい地区割りについては検診が近づきまし
たら広報します。

■問い合わせ先　市民課 地域医療係  （������）

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療 診療時間はいずれも

9時から17時までです。

検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程 ※育児相談、健康診査は、

　新見市に住民登録（住民票）のある人のみ
　受けることができます

●３～４か月児健康診査

対象児時間会場曜日月日
平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター火��月��日

●１歳６か月児健康診査

対象児時間会場曜日月日
平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター水��月��日

対象児時間会場曜日月日
平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター水��月�日

●９～１０か月児健康診査

●献血

●子宮がん検診 （集団検診）  
受付時間会　　場曜日月　日

�：��～��：��豊永市民センター

月��月�日 ��：��～��：��草間市民センター

��：��～��：��井倉市民センター

��：��～��：��
新見商工会議所火��月�日

��：��～��：��

��：��～��：��
新見商工会議所水��月��日

��：��～��：��

��：��～��：��新見市
保健福祉センター

木��月��日
��：��～��：��

��：��～��：��新見市
保健福祉センター

金��月��日
��：��～��：��
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岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支
所

で
は
、精
神
科
医
師
・
保
健
師
に
よ

る
心
の
健
康
相
談
を
、
偶
数
月
の

第
�
・
�
木
曜
日
、奇
数
月
の
第
�

木
曜
日
（
変
更
す
る
場
合
あ
り
）
に

開
催
し
て
い
ま
す
。「
気
分
が
落
ち

込
む
」「
物
忘
れ
が
激
し
い
」「
心
の

病
気
で
は
な
い
か
と
心
配
」
と
い
っ

た
悩
み
の
ほ
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
、
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
等
気
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
思

春
期
心
の
健
康
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
思
春
期
の
ひ
き
こ
も
り
等
で

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時（�

月
分
・�

月
分
）

��

��

　

精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康

　

相
談

�　

月　

日
�

��

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分　

��

��

��

�　

月
�
日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

�　

月　

日
�

��

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分　

��

��

��

　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
思
春
期
心

の
健
康
相
談

�　

月　

日
�

��

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
（
岡
山

県
備
中
県
民
局
新
見
地
域
事
務

所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も
し

て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
、　

月　

日
�
か
ら
始
ま
り
ま

��

��

し
た
。

■
対
象
者

　

戦
後
強
制
抑
留
者
で
�
月　

日
��

に
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

■
受
付
期
間

　

平
成　

年　

月　

日
�
〜
平
成

��

��

��

　

年
�
月　

日
�

��

��

■
請
求
書
の
送
付
等

　

該
当
の
人
に
は
、
基
金
か
ら
請

求
書
類
を
送
り
ま
す
。
ま
だ
、

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
人
は
、

基
金
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　

平
日
�
時
〜　

時
��

　

（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人　

平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金　

事
業
部
特
別
給

付
金
担
当

　

（
�
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
）

　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

（
�
�
�
―
�
�
�
�
―
�
�
�
�
）

　

岡
山
県
で
は
、
平
成　

年　

月

��

��

か
ら
平
成　

年
�
月
に
か
け
て
、

��

災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
で
き

る
人
材
や
、
平
常
時
か
ら
地
域
の

防
災
意
識
向
上
に
取
り
組
む
人
材

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成　

年
度
岡
山
県
救
援
専
門
ボ

��

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

■
共
通
研
修

○
第
�
・
�
回

�
県
北
会
場
：　

月
�
日
�

��

　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館
�
階
会

議
室

�
県
南
会
場
：　

月
�
日
�

��

　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
�
�
�
会
議
室

お
し
ら
せ

�
内
容
：
第
�
回　
　

時
〜　

時

��

��

講
義
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
」

　

第
�
回　
　

時
〜　

時　

演
習

��

��

「
災
害
対
応
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム 
ク

ロ
ス
ロ
ー
ド
の
体
験
」・
ま
と
め

■
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　

県
南
会
場
の
み
（
き
ら
め
き
プ

ラ
ザ
）

○
第
�
回

　
　

月　

日
�　

時
〜　

時　

分

��

��

��

��

��

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
に
つ
い
て
」

○
第
�
回

　
　

月
�
日
�　

時
〜　

時　

分

��

��

��

��

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
（
講
義
）」

○
第
�
回

　
　

月　

日
�　

時
〜　

時　

分

��

��

��

��

��

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
（
設
置
演
習
）」

○
第
�
回

　

�
月　

日
�　

時
〜　

時　

分

��

��

��

��

「
ふ
り
か
え
り
・
ま
と
め
」

■
定
員　

�
�
�
名

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

�
岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

�
岡
山
県
県
民
生
活
交
通
課

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

　

防
衛
省
で
は
、
平
成　

年
�
月

��

入
校
の
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
資
格

　

平
成　

年
�
月
�
日
現
在　

歳

��

��

以
上　

歳
未
満
の
男
子

��

■
一
般

○
受
付

　

平
成　

年　

月
�
日
（
月
）
〜

��

��

平
成　

年
�
月
�
日
（
金
）

��

○
試
験

　

�
次
：
平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

　

�
次
：
平
成　

年
�
月
�
日
�

��

〜
�
日
�
の
間
�
日
を
指
定

○
試
験
会
場

　

岡
山
地
方
協
力
本
部

　

（
岡
山
第
二
合
同
庁
舎
）

■
推
薦

○
受
付

　

平
成　

年　

月
�
日
�
〜
平
成

��

��

　

年
�
月
�
日
�

��
○
試
験

　

平
成　

年
�
月　

日
�
〜　

日

��

��

��

�
の
間
�
日
を
指
定

○
試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

（
�
�
�
�
�
―
�
�
―
�
�
�
�
）

h
ttp
://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/

p
co
/o
k
a
y
a
m
a
/

　

給
付
金
は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

戦
後
強
制
抑
留
者
の

み
な
さ
ん 
へ

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等

給
付
金
の
お
知
ら
せ

平
成�

年
度
心
の
健
康
相

��

談
お
よ
び
思
春
期
心
の
健

康
相
談
の
ご
案
内

岡
山
県
災
害
救
援
専
門

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
の
開
催

陸
上
自
衛
隊
の

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集
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件
な
ど
の
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る

事
件
に
よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
人

の
ご
遺
族
、
障
が
い
が
残
っ
た
人

お
よ
び
傷
病
を
負
っ
た
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

■
給
付
金
の
額

　

被
害
の
類
型
に
応
じ
た
額
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
最
低
額　

万
円

��

〜
最
高
額
� , 
�
�
�
万
円

■
申
請
の
期
限

　

申
請
の
受
付
は
、
岡
山
県
警
察

本
部
ま
た
は
警
察
署
で
行
っ
て

い
ま
す
。
申
請
は
、
平
成　

年
��

　

月　

日
�
ま
で
行
う
こ
と
が

��

��

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

�
岡
山
県
警
察
本
部
県
民
応
接
課

犯
罪
被
害
者
支
援
室

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

�
お
か
や
ま
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

�
新
見
警
察
署
被
害
者
支
援
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

○
小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個

人
事
業
主
ま
た
は
会
社
等
の
役
員

の
人
が
事
業
を
や
め
ら
れ
た
り
退

職
さ
れ
た
場
合
に
、
生
活
の
安
定

や
事
業
の
再
建
を
図
る
た
め
の
資

金
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く

国
が
つ
く
っ
た
共
済
制
度
で
、
い
わ

ば
「
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の
た

め
の
退
職
金
制
度
」と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
金
は

全
額
所
得
控
除
。受
け
取
る
共
済
金

も
退
職
所
得
扱
い
ま
た
は
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま
す
。

○
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取

引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因
で
、

経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て
し

ま
っ
た
と
き
に
資
金
を
借
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
、
中
小
企
業
を

守
る
た
め
に
国
が
つ
く
っ
た
共
済
制

度
。無
担
保
・
無
保
証
人
で
、
積
み

立
て
掛
金
の　

倍
の
範
囲
内
（
最

��

高
� , 
�
�
�
万
円
）で
被
害
額
相

当
の
共
済
金
が
借
入
れ
可
能
。
毎

月
の
掛
金
も
税
法
上
、
必
要
経
費

ま
た
は
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
詳
し
い
内
容
の
お

問
い
合
わ
せ
と
加
入
申
込
は
、
商

工
会
、
商
工
会
議
所
、
金
融
機
関

の
本
支
店
の
窓
口
で
取
扱
し
て
い

ま
す
。
制
度
の
運
営
は
、
独
立
行

政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
�
―
�
�
�
�
）

　

U
R
L
h
ttp
:/
/
w
w
w
.s
m
rj.

g
o
.jp
/k
y
o
sa
i/in
d
e
x
.h
tm
l

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
労
働

時
間
の
適
正
な
管
理
、
過
重
労
働

に
よ
る
健
康
障
害
の
防
止
を
目
的

に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ

を
契
機
に
労
働
時
間
管
理
等
の
実

態
を
確
認
し
、
労
働
時
間
の
適
正

な
管
理
、
時
間
外
労
働
時
間
数
等

の
削
減
、
労
働
者
の
健
康
管
理
等

の
措
置
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
消

を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
全
国

一
斉「
労
働
時
間
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

（
無
料
）
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
　

月
�
日
�　

�
時
〜　

時

��

��

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

（
�
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
監
督
課

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

　

（　

�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

　

岡
山
県
社
会
保
険
労
務
士
会
で

は
、
労
働
時
間
等
の
労
働
関
係
の

あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
し
て
、
適
切

に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
土
曜
日
お

よ
び
夜
間
も
対
応
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

①
労
働
時
間
等

　

あ
ら
ゆ
る
労
務
問
題
相
談
会

　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日　
　

時
��

〜　

時
電
話
ま
た
は
対
面
相
談

��

　

�
�
�
�
�
―
�
�
―
�
�
�
�

（
無
料　

但
し
携
帯
不
可
）

　

�
�
�
�
�
―
�
�
―
�
�
�
�

（
有
料　

携
帯
可
）

　

対
面
相
談
は
県
社
労
士
会
（
予

約
制
）
土
曜
日　

時
〜　

時
電

��

��

話
相
談
の
み

　

②
年
金
相
談

　

毎
週
水
曜
日　
　

時
〜　

時

��

��

　

県
社
労
士
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
社
会
保
険
労
務
士
会

　

（
�
�
�
�
―
�
�
�
―
�
�
�
�
）

 　

あ
な
た
の
お
気
に
入
り
、
お
薦

め
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
を
、
写
真
に

撮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
テ
ー
マ

�
も
み
じ
の
あ
る
風
景

　

新
見
市
内
で　

月　

日
�
〜　

月

��

��

��

　

日
�
の
期
間
に
撮
影
し
た
も
の

��
■
応
募
サ
イ
ズ

　

四
つ
切
・
ワ
イ
ド
四
つ
切
版

　

※
�
人
�
点
以
内
で
、
写
真
を

　

お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　
　

月　

日
�

��

��

■
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
タ
イ
ト
ル
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
撮
影
場
所
・

日
時
、コ
メ
ン
ト
を
明
記
し
、作

品
と
と
も
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

新
見
も
み
じ
の
会

■
後
援　

新
見
市
教
育
委
員
会

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
―
�
�
�
� 

　

新
見
市
高
尾
�
�
�
�

　

新
見
も
み
じ
の
会
事
務
局

 
（
�
�
�
�
―
�
�
�
�
―
�
�
�
�
）

　

山
田
方
谷
記
念
館
で
は
、
毎
年

大
佐
方
谷
会
と
共
催
で
山
田
方
谷

先
生
ゆ
か
り
の
地
の
視
察
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
次
の
よ
う
に
計
画
し

ま
し
た
の
で
み
な
さ
ん
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月　

日
�

��

��

　

�
時（
山
田
方
谷
記
念
館
出
発
）

■
視
察
先　

高
梁
市
中
井
町
「
方

谷
園
」「
方
谷
の
里
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
」
ほ
か

■
参
加
人
数　
　

人
（
申
込
受
付

��

順
）

■
参
加
料　

� , 
�
�
�
円

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
山
田
方
谷
記
念
館
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

山
田
方
谷
記
念
館

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�����������

山
田
方
谷
ゆ
か
り
の
地

視
察
研
修
の
ご
案
内

土
曜
・
夜
間
対
応

労
務
無
料
相
談

（
社
会
保
険
労
務
士
）

小
規
模
企
業
共
済
制
度

お
よ
び
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ

共
済
の
ご
案
内

�

月
は「
労
働
時
間
適
正
化

��キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」期
間
で
す

 F A X

第
�
回 
も
み
じ
の
あ
る

風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集



��市報にいみ 第６８号
������������

図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり図書館だ よ り図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館だだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりり図書館だ よ り
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

休館日�■■新見図書館
新見市新見��� -� （������  ���������）

休館日�■■おおさ総合センター図書コーナー
新見市大佐小阪部���� -� （������  ���������）

休館日�■■神郷生涯学習センター図書コーナー
新見市神郷下神代���� （������  ���������）

休館日�■■哲西図書館
新見市哲西町矢田���� （������  ���������）

休館日�■■学術交流センター図書館
新見市西方���� -� （������  ���������）
ｈｔｔｐ： / /ｗｗｗ�ｌｉｂ�ｎｉｉｍｉ-ｃ�ａｃ�ｊｐ/Ｌｉｂｒａｒｙ/ｉｎｄｅｘ�ａｓｐ ｘ

土金木水火月日

������

�����������

��������������

��������������

������

�

月
の
休
館
日

��

 ��月�日���：��～　ブックスタート（新見）
 ��月�日���：��～　図書館まつり（哲西）
　　　　　��：��～　読書週間こどもお楽しみ会（新見）
　　　　　��：��～　子ども映画会（新見）
 ��月��日��：��～　郷土文学講座　第�回（新見）
　　　　　 ��：��～　子ども映画会（哲西）
 ��月��日���：��～　交流センターシアター（学術）
 　　　　　 ��：��～　交流センターシアター（学術）
 ��月��日���：��～　国際ふれあい講座（新見）

●読書週間行事《哲西》
　期間　��月�日（火）まで

　内容　職員おすすめの本

●学術交流センター臨時休館のお知らせ
　学内行事のため、��月��日�は休館します。

おおさ総合センターおすすめの本

新着メールが一件あります。
 美 嘉   ／著　主婦の友社　����年
み か

楽
し
い

本
がた

く
さ
ん

あ
る
よ
！

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書等は、この�施設のどこで
も返却できます。  但し、この�施設が所蔵する図書等に限ります。

言葉はなぜ生まれたのか
 岡  ノ  谷  一 夫   ／著　文藝春秋　����年
おか の や かず お

ちいさいふねのぼうけん
 高  木 あきこ／作　 田  頭 よしたか／絵　 チャイルド本社　����年
たか ぎ た がしら

そうじの超カリスマが書いた「キレイなキッチン」 のコツ
 沖    幸 子   ／著　大和出版　����年
おき さち こ

　｢汚れていて、うんざり! !｣から脱す
る�つのステップ
�疲れないそうじ法をマスターしよう。
�ものを減らし、収納ルールを守り、い
つも片付いていることをめざそう

�合理的でムダのない｢買い物・料理・
片付け｣の習慣を身につけよう

　快適な暮らしは、キレイなキッチンに
始まる-。レンジ台まわりのラクラク手入
れ法、ガンコな汚れへの賢い対処法、キ
ッチンの収納の基本など、キッチンを夢
の生活空間に変える実践方法を紹介。

　動物は「鳴き声」を出せるけ
れど、「言葉」を話すことはでき
ない。なぜ人間だけが言葉をも
つようになったのだろう? 人間
の「ことば」の誕生の謎を、楽
しみながら学べる本。

　ちいさいふねが山あいの湖を
出発して、川を下っていきます。
くねくね曲がったり、ふたてに
分かれたり、大きな池を通り抜
けたり…。最後はどこに着くの
かな? 川を指で辿って、ちいさ
なふねといっしょに冒険にでか
けましょう。

　本当の気持ち、伝えられていま
すか？
　だれが一番あなたを支えてく
れていますか？
　遠距離恋愛の梓、片想いに悩
む晃司と、ふたりを見守る家族の、
�つの絆の物語。ケータイ小説。



市報にいみ 第６８号
��������������

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�毎週月曜日

新見美術館

法曽陶芸館

　

本
展
で
は
、
新
見
市
制
�
周
年
・
美
術
館
開

館　

周
年
を
記
念
し
て
、
成
川
美
術
館
の
全
面

��
協
力
に
よ
り
、
昨
年　

月
に
急
逝
さ
れ
た
平
山

��

郁
夫
画
伯
を
偲
び
、
平
山
画
伯
の
代
表
作
を
中

心
に
、
田
渕
俊
夫
画
伯
、
宮
廻
正
明
画
伯
の
現

代
日
本
画
壇
を
代
表
す
る
�
人
の
作
品
を
展
示

し
、
受
け
継
が
れ
る
日
本
画
の
伝
統
美
を
紹
介

し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
、
美
術
館
開
館　

周
年
を
記

��

念
し
て
新
見
市
が
購
入
し
た
田
渕
俊
夫
画
伯
の

代
表
作
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金

※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

新見市西方���番地（������）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
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�
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�
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�
�
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�
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�
�
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�
�
�
�

�
�
��

�
�
�
��

��

�

��

��

��

���
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

�
�
�
�
（
昭
和　

）
年
に
開
館
し
た
箱
根
・

��

芦
ノ
湖　

成
川
美
術
館
は
、
霊
峰
富
士
を
眺
望

す
る
景
勝
地
、
箱
根
の
芦
ノ
湖
畔
に
位
置
す
る

国
内
有
数
の
日
本
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ

る
美
術
館
で
す
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
新
見
市
と
ゆ
か
り
の
深
い

平
山
郁
夫
（
�
�
�
�
―
�
�
�
�
）
画
伯
、

田
渕
俊
夫（
�
�
�
�
―
）画
伯
、宮
廻
正
明（
�

�
�
�
―
）
画
伯
の
作
品
は
群
を
抜
い
て
お
り
、

特
に
平
山
郁
夫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
画
伯
の　
��

代
か
ら　

代
前
半
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
テ
ー
マ

��

に
し
た
作
品
が
中
心
で
、
画
業
を
語
る
上
で
大
変

重
要
な
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
山
画
伯
の
愛
弟
子
で
も
あ
る
田
渕

俊
夫
画
伯
、
宮
廻
正
明
画
伯
は
、
毎
年
夏
に
開
催

さ
れ
る
新
見
市
主
催
の
絵
画
教
室
の
講
師
と
し
て

も
知
ら
れ
、
成
川
美
術
館
に
は
両
画
伯
の
初
期

の
院
展
代
表
作
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

女
の
手
の
縫
い
針
が
、
チ
ク
チ
ク
と
布
を
刺

し
て
い
く
。
色
と
り
ど
り
の
布
は
、
赤
子
の
産

着
や
暖
か
い
綿
入
れ 
袢  
纏 
、
浴
衣
や
振
り
袖
な

ば
ん 

て
ん

ど
あ
ら
ゆ
る
衣
服
に
形
を
変
え
て
い
く
。
女
の

指
先
の
魔
術
は
、
ぬ
く
と
い
慈
愛
を
縫
い
込
ん

で
子
や
孫
や
ひ
孫
た
ち
を
守
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
生
へ
の
旅
立
ち
を
見
送
っ
た
。

　

む
ら
か
み
よ
し
こ
新
作
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
「
地

上
の
羽
衣
を
縫
う
女
」
は
、
亡
く
な
っ
た
母
を

テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
ほ
っ
そ
り
と
し
た
小

さ
な
手
が
な
し
た
生
涯
の
仕
事
と
生
活
。
苦
労

や
困
難
を
か
い
く
ぐ
り
な
が
ら
、
指
先
の
針
は

そ
の
度
本
領
を
発
揮
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

会
期
▼　

月　

日
�
〜　

月　

日
� 

��

��

��

��

か
。 

綴 
れ
織
で
描
き
出
し
た
絵
柄
の
中
で
は
、

つ
づ

 
大  
銀
杏 
の
葉
が
散
る
大
空
を
、
母
が
慈
し
ん
だ

お
お 

い
ち
ょ
う

子
ら
が
み
な
風
に
の
っ
て
遊
ん
で
い
る
。
遠
い

過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
女
の
生
き
様
が
、
終
わ

り
の
な
い
物
語
の
よ
う
に
広
が
り
続
い
て
い
き

ま
す
。

　

そ
の
他
新
作
を
含
む
約　

点
を
展
示
。
ど
う

��

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

羊
の
原
毛
を
使
用
し
た
草
木
染
・
手
紡
ぎ
・

手
織
り
作
品
。
使
用
し
た
植
物
は
、
藍
、
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
の
皮
、
ク
サ
ギ
の
実
、
サ
ク
ラ
、
キ

ク
、
ク
ズ
、
モ
ッ
コ
ク
、
ク
ル
ミ
、
ア
カ
ネ
な

ど　

種
類
以
上
。

��

〈
企
画
展
〉む
ら
か
み
よ
し
こ
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
展

田渕俊夫画伯

ひ
ら   
や
ま　
 
い
く　
  
お

た　
  
ぶ
ち　
  
と
し　
 
お

み
や　

さ
こ　

ま
さ　

あ
き

「地上の羽衣を縫う女」（���ｃｍ×��� ｃｍ）

平山郁夫《　 善  国  妃  子 ( 楼  蘭 の 王  女 )》
ぜん こく ひ し ろう らん おう じょ

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休館日�月曜日（但し、��／��は開館します）

ぜん



��市報にいみ 第６８号
������������

木 金 土

�
普通救命講習
���：��～��：��
�保健福祉センター�階
�消防署・救急救助係
　（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：���哲多総合セ
ンター・夢ひろば萬歳・新砥
公民館�社会福祉協議会哲多
支所（�����）

ひとり暮らし高齢者の集い
（新見支局管内）
���：��～��：���保健福祉
センター�社会福祉協議会本
所（�����）

新見グルメツアー～千屋牛物語～
��：��～��：���岩山駅、大
佐ダムほか�商工観光課観光
振興係（�����）

�
老い力アップ講座
���：��～��：��
�大佐総合センター
�介護保険課地域包括支援センター
　（�����）

��
巡・金田一耕助の小径
「八つ墓村」映画鑑賞
in 鍾乳洞ツアー
���：��～��：��
�満奇洞ほか
�商工観光課観光振興係
（�����）

ハートフルフェスティバル����
���：��～��：��
�哲多総合センター大ホール
�福祉課障害者福祉係
　（�����）

��
交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター�階図書室
�生活環境課生活交通係
　（�����）

��
議会総務常任委員会
�市役所議員控室
�議会事務局（�����）

新見グルメツアー～千屋牛物語～
��：��～��：��
�岩山駅、大佐ダムほか
�商工観光課観光振興係
　（�����）

����
心配ごと相談
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�社会福祉協議会神郷支所
　（�����）

��

��
食育講演会
��：��～��：���保健福祉
センター�健康づくり課親子
保健係（�����）

��
健康づくり推進大会
���：��～��：���まなび広
場にいみ小ホール�健康づく
り課健康づくり係（�����）

��

��
ひとり暮らし高齢者の集い
（新見支局管内）
���：��～��：���千屋温泉
�社会福祉協議会本所
　（�����）

心配ごと相談
��：��～��：���新郷市民
センター�社会福祉協議会神
郷支所（�����）

�

新
見 
市

�
��
��
�
����から

����まで

��� ��� ���



市報にいみ 第６８号
��������������

日 月 火 水

����������

������
人権・行政合同相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局地域振興課
　（�����）

岡山県統一ノーレジ袋デー
�参加各店舗（��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

�
献血
��：��～��：�� 哲多支局
���：��～��：�� 神郷保健センター
�健康づくり課健康づくり 係
　（�����） 

議会産業建設常任委員会
�市役所議員控室
�議会事務局（�����）

消費者相談所開設
���：��～��：��
�山村開発センター�階会議室
�商工観光課商工労政係
　（�����）

�
献血
���：��～��：�� 大佐支局
���：��～��：�� Ａコープあしん
�健康づくり課健康づくり 係
　（�����） 

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

�
一日消防団長委嘱式
��：��～�：��
�市役所市民ホール
�消防本部・総務課
　（�����）

新見庄検定認定書授与式
���：��～��：��
�まなび広場にいみ大ホール
�商工観光課観光振興係
　（�����）

������
人権・行政合同相談
���：��～��：���総合福祉
センター�総務課総務係（�
����）

法律相談（要予約）
���：��～��：���総合福祉
センター�社会福祉協議会本
所（�����）

心配ごと相談
���：��～��：���総合福祉
センター�社会福祉協議会本
所（�����）

������
ソフトボールフェスティバル
��：��～��：��
�ピオーネ球場
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

������������
第��回新見阿哲駅伝競走大会
��：��～��：���哲多支局
前から折り返しコース�生涯学
習課スポーツ振興係（�����）

�������
心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

������
にいみみんなのエコフェスタ
���：��～��：��
�憩いとふれあいの公園屋内
ゲートボール場
�生活環境課環境保全係
　（�����）

��� ��� ��� ���



まちのすがた�まちのすがた�まちのすがた�まちのすがた�まちのすがた� 市税・保険料�市税・保険料�市税・保険料�市税・保険料�市税・保険料�まちのすがた� 市税・保険料�まちのすがた� 市税・保険料�まちのすがた� 市税・保険料�

��市報にいみ 第６８号
������������

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市  〒���－���� 新見市新見���－�
　新見市総務部企画政策課　������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年��月 号  平成��年��月�日 No.��

★��月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は��月��日）

ハッピー�
バースデー�

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���
■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）
　　男　　������人（－��人）
　　女　　������人（－��人）
　出生…��人　 転入…��人
　死亡…��人　 転出…��人
　世帯数　������世帯（��世帯）
　（平成��年�月末日現在）

合併当初の様子

■国民健康保険税 �期
　（納期限：��月��日）

■介護保険料 �期
　（納期限：��月��日）

■後期高齢者医療保険料 �期
　（納期限：��月��日）

 酒  井   咲 穂   ちゃん
さか い さ ほ

（正田／１１ ・５ 生）
 小  林   歩 夢   ちゃん
こ ばやし あゆ む

（正田／１０・２ ０生）

 白  根   優 加   ちゃん
しら ね ゆう か

（正田／１１・１ ６生）
 阿  部   怜 奈   ちゃん
あ べ れい な

（西方／１１・１ ０ 生）
 道  下   結 月   ちゃん
みち した ゆ づき

（大佐大井野／１１・７  生）

 大  谷   一 颯   ちゃん
おお たに いっ さ

（高尾／１１・２ ２生）
 井  原   拓 哉   ちゃん
い はら たく や

（哲西町上神代／１１・２ ０生）
 小  谷   恵 利   ちゃん
こ たに え り

（下熊谷／１１・１８生）
 藤  井   祐 成   ちゃん
ふじ い ゆう せい

（唐松／１１・１７ 生）
 吉  国   未 裕   ちゃん
よし くに み ゆ

（馬塚／１１・１７ 生）

 間  東   明 司   ちゃん
ま ひがし あか し

（新見／１１・３ ０ 生）
 坂  本   遥 人   ちゃん
さか もと はる と

（哲多町大野／１１・２ ８生）
 武  川 　蒼   ちゃん
たけ かわ あおい

（新見／１１・２ ８生）
 大  澤   颯 人   ちゃん
おお さわ はや と

（高尾／１１・２ ６生）
  田   凌 佑   ちゃん

だ りょう すけ

（西方／１１・２ ４   生）

今月、満�歳になる子どもたちです。

これからも元気で大きくなってね！

よし

さこ
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